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島 取 地 箆 概 報

昭和 .l.tl 年3 月4 日. 5 日の 這 の鳥取原至下の地君並に 9 月l 0 日(l). 叫取地裳概報

中 央 氣 象 蛋 地 衷 課 技 師 ” キJ:. 宇 胤 技 師 鷺 坂 溺 信

技 師 小・間 正 作 技 師 本 間 埓

技 師 高 木 理

大 阪 管 匿 気 象 器 技 手 坂 岸 昇 吉

紳 戸 海 洋 氣 象 妥 技 手 酒 井 乙 彦

米 子 地 万 氣 象 盗 技 師 平 野 烈 介

鳥 取 測 候 所 技 師 西 毛 品 夫

岡 山 測 候 所 技 手 原 渓 一

翌 岡 測 候 所 技 師 山崎兵次郎

柿 岡 地 磁 氣 銀 iJ!lj 所 技 師 褐 村 哲 男

9 月]. 0 日午後 5 時 3 7 介 頃烏収市附近I/ こ烈溌が登生 し東西3 0 粁 ．南北 ]. 2 粁の版岡に倒潰家

屋を生 じた ・ 内務省誉保局の報告によれば 1 4 日正午迄に判明 した被害は死者 1005 名 ．全沿家屋

7 527 戸 ・全燒家屋 2 5 4 戸を 出 した ．人体惑党のあった範園は中菌 ．四図 ．近畿地万の全部が ら

九州の北部 ．中部地方の南西部及び腺東地万の一部に亘 n 半挫 4 5 0 粁に及ぷ脱版岡のものであつ

た ・

指地方は 3 月4 日1 9 時13 分頃と 5 日4 時 5 0 分頃 と の 2 回に亘 り賀露 ．濱村附近に被害を生

じた る 局部的烈震を焚生 した ·

中央氣繹 に於いては 5 月及び 9 月の烈程に依る被害並に地嬰の官地踏査を施行 した ので此慮に

各地測候所からの桧裳報告 ．並に地万氣象管署に於け る宵地踏査の報告 と合せて地箆調査の概報を

記する次第である ・

3 月しの地礎に隣 してに本問寧技師ヵ囃 営 し，9 月の地震に隙 しては浬災地の東部は主 と して大阪管

匿紐 盗 釦 璃 洋照疇 か例 紅 • 西部は米子地方氣象型か分捲 した ．岡山縣下の情況は岡山測

候所にて腐査 し ・兵庫縣下の1 裕兄は翌岡測候所にて調査 L た ・
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昭和 l. 8 年 3 月 4 日 . 5 日の島取地震踏査報告 ・

技 師 本 問 睾

昭和 l 8 年 3 月 4 日l 9 時 1 
4 分頃K 鳥取縣賀即 造 に要源を有す る 可成 の地程が 起つて ぽ 央

に近 い 鳥取市及 び近接村落 に多少の被害が起つた · 引 き領
き多敦 の余程 が観測 さ れ て 居た か • 翌 5 

84 時 5 0 分 頃 ．演村 の沖合 に また ま た相営の地要が起 IJ 
• 前 の地要 で被害 を免れ た礎に も亦新 し

＜被害 を生 じた ・策者等は中央 氣象磁長 の令
o を 受けて被害地の官地踏査 を行 っ た の で其 の概要 を 報

告 する . 4 日l. 9 時 l. 4 分頃 の地器 と 5 日4 時
5 0 分頃の地矮 と は略 々同規模 の も のであ つて何れ

を本震 と す るか は議論 の余地が あ ら
う か • 今仮 り に前者 を本婆 ．後者 を其 の餘疫 と 呼ぶ 寧に す る ·

本 需の簑 央は鳥取縣賀露附近で第一近似 と して東 径 l. 3 4° 
.2 • 北緯 3 5 ゚: 6 で器 源の深 さ は約 2 0 

粁 . 4 時 5 0 分頃 のーも のは鳥取縣濱村 の沖合でや は
り 第一近似 と L て東 従 l.34°. l. • 北緯 ~5~7 で

要i 原の深 さ は同 じ ．＜約 2 0 粁 と 推定 せ られ る 蔦 者 の規模 の
比較 を 試みて 見る に本喪 の有感 範 固は

東は甲府市 で竪褥 を感 じ ．西は熊本市 で微程を 感 じて居 て

(l.) 
噴 感半径は約 4 0 0 粁 で あ つた ・ 此 の

地度の エオ・ル ギ ーは鴬坂 技師 に従へば約 l. 0 
20 

エルグ の エ ネル ギ ーを 有す る 事に な る ・ 東京 に於

け る地動 の最大振 幅 は 4 7 0 ミ ク
ロ ンであっ た （ 第 1 表竺 照 ］ ・ 第二 の地毎は規模 に於 い て は心持

小 さ いか • 東四卿岡市 • 西 は大分市 で夫 々微震を 感 じ て 居 り 有感半径 は 3 9 
20 0 粁 ．其の エネ ルギ ー

は矢張 り 大約 l. 0 ェ ル グと な り ・東 京に於 け る 最大動振幅 は 4 2 6~ 
、 ク ロ ンであ つた ・ 但 し本葵

では熊本縣 人吉 で蒻戻 水戸市 で微夏 余要 の方では水戸市
及び柿 岡で微巽 を感 じ て居る が • これ

等 は何れ も異 常的に有感 で あ る 珈 口明か ー
g あ ろ ので （ 例 へば本 震 の場 合 甲府 と 水 戸 と の間には相 蓄

敷 の測候所 ．又は匝内観 測所があ ら (lJ 
だか其 の何れ でも 網 感で あ る ］ 有感半痙 の勘定に は これ等 は

図ー
i,
つ
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4- 日1TB 手 14- 今J; 且の地 窟n 

杓 重1 分石

第 2 問

, 94 峙 50 介 頃 ，，蛇 貢 吋初動

分布

問図に L なか つた ・各地 の観測結 果

の大要は本 程を 第 1 表 ．余席 を 第 2 

表 と して 荏度分布 の大要 と共 に掲 げ

た ．初動分布の大要 は第 1 岡は本 需

を • 第 2 瞳に余程を 掲 げた ．

此虔．罰t 年 問 (/) 此の 方面に於 け る 地

窟活項力の大体 を 眺 めて 見る と 第 3 表

に表示す る様 に な る ．但 し此 の表 は

躁 に中囲地 方のみで な く ．内地 に起
o :ff L ・ 弓11 

つた特華 すぺ き大地程 は のせて あ る

0 押 し 0 ;/~ 

{l) 畑 滑信 地震(/) エ ネルギ ー． 瞼委時甜 第 1 0 巻 3 , 4 琥 ．
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これを見る と北但馬 ・北丹後を除いては昭和 1 0 年に濱：付附·近に稲 頴々著な地淫があ つた のみであ

ろ ・

さ て次に踏査 し記 虚 について述ぺる事にする. ~酋踏査記事中には4 日と 5 日との地震を明確に

分雛する事の出郊 場合も相冨にある ．又記述の月i 序は必す しも一定てない ・

糊山村 宦鹿四 4 日1 9 時 1 4 分頃に発羽 し ・体惑は約 2 分間位面心 • 最初の強烈な要

動の後に第二 ．第三の余巽に入れるぺきか ．或は主要動に入れるぺきか迷ふや う な ドス ン ドス ンと

云ふ地鳴 りを伴つた葵動四岬 した · 丁度近 くで大きな崖崩れが 2 • 3 釦 底 起つて居る様であっ

て ．其の音の来る万向はNW (測候所f 吃枯と して ） の海の万向と言ふ者と丁度その反射だ と云ふもの

と あつた • 主な振勅万向は体感ではWNW-ESE であつた ．その後引綬いて余委が起 I) その大部分が

ドス・ンーと云ふ地嗚 りを伴ふ非常に週期の短い振動で ＇．初期螂 ）時間は極 '/I) て短 く . 3 秒以下であつ

た ・ .!M 又測候所では揖内の東梱に崖崩れかあつた他は大 した事はな く • 箱に入れてあつた 自記疾暖

計 ．自記涅度計等は殆 ど全部西側の1 則壁に寄せつけられ ．塔 上のダイ ンス風巫計t'J: 時計祖 I) に約20 

度祖蝉 して居た ・

5 日4 時 5 0 分頃の地委では衷動状況は略 仝々様であるか • 人体感党(s)あつた時間は前よ り一·t. 
長かつた ．主な振動方向は NW- SE Cl) 如 くであつた 繭 と仝様に ドス ン ドス ンと云ふ地鳴を伴つた

余蔑に入れるぺきか ど うか判定に迷ふ様な地君が撥いて二 ．三同起つた ・蒸発計内の水は箱内外共

NW- SE 万向に散つて飛び出 し約 7 0 糎程にも しぷきが逹 して居た •

湖山村一帯には取立て ヽ去ふ極の被害は'Ji: ( 北方賀斜港に沈下 した家屋が見られ · 又商岸の崩壊

があつた ・附近一幣(J) 逍路上には多．敬の組裂を生 じたが大部分は道路 と平行に走る のであつた ・道

路に直角な割目も多少ぁつたがそれらは川に近い感で ．掛lj 目と 川とは平行に走つて居る ・

松崎濃泉 葵度はIV と推定せられる ・吊下物は落下 し • 器物は倒れ ・窓ガラスの破損 した家 も

あつた ・ 附近の東郷池には狡常が認められない . Jlt の邊 りの程動状況は本廂では始め ドンと昔を岡

き • 少 ば見つてガターガ ク と大 き く来た と云~ふ . 5 日の余席ではゆつ く り長 く大き くゆれた と云ふ ・

泊村 松崎よ り泊に至る問から次第に地割れが目立つて来て 、原と云ふ部落の南北に架つて居

這 梱の手前 1 0 米から脈を越 して北万へ約 7 0 米に亘る地割れか出来て居ム ・鰊橋 (J) 橋嚢は南側

も北憫 も石垣を崩 してか ）込んで居る ・泊村一仰は松埼よ n も幾分 か程度は烈 しく , IV の強い方

で古い家や非住家では傾いて居る ものもある ・泊郷栴内の 1 4 ポイ ン トが灼 1 5 米程崩れた ・ これ

疇 土を した上に線路が敷いてあるのだか ．その盛土が崩れたので冷る · 此(J) 稲の被害は各所に 見

られる ・

脅谷町 これよ り狩谷町の方に向ふに • 地割れは可成 n 目に付き • 井手部落では幅 5",,,/7 糎の

ものが 3 0 忍許 り南東に走 り • 道路(s)南西側に必 がて 2 0 粗程の沈下
が見られろ ・音谷繹を隔てる
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約l.5f 押 (s) /俎には軌道の約 250 米が 1 
0~1 5 糎沈下 し ・築堤の下部が盛上つて ．．その部分の

砂か水と共に流出 ．舌状地を作って居た ・
舌朕地は踏めば水がにじみ出る ・横の按 n は最ホ約 16 

米 ・縦噴 rll は転 1 9 米 ．砂の厚さは先端で 2 7 糎 • 後端で4 8 糎であった ・さ て音谷町では ．

繹 が 8 軒程大き く傾き ・それらの炊事場や風呂場の土問は沈下 して柱 と一緒にめ り込んだ 11 ・床

が離れた り して居る ・這路には水を吹 き出L( 裳害地では砂混りの水を吹き出 した唸が柩めて多か

つた ） ．芦障子が挫折 し •硝子戸が破れ ・鋪装道路に迎裂が入つて居る ・ 底石は約 7 啓I] が北へ倒れ

て居る ・ 但し山沿ひの方は柱時計が止る位で唯定震度はIII 位であった ・

濱村 此虐は婆害が飛も甚 しい湯所である ・滋幸には砂丘が§を達 し家屋の大部分は沼を迎めた

て1'C. 堪に立 つて居るのださ う であるが ・衷西につらなつて居ろ底道襄手(s)家々か殊にひど くやられ，

地面から四多塁の水が浸出 し ム・1o も浸水家屋を見るが如き製のある被害家屋 もあつた • ある家屋て

嘘 と同一の高さにあつた石⑳ 灼 達が （約 1 0 貫 目程て家屋とは1 蜀立 した木柱で支へてあな ）家

屋の沈下の為約 4- 5 植程浮上つた様に見えて居た ・此庭ては本震の際は大 l た享はなかつた さ うだ

が . 5 日朝の余窟の際には余雰と思へない程大き く長 （ ゆれたので家屋が大破 したのだと云ふ • も

つと も本震後は余知 瀕 務する威全村民は安全場所1/ こ避碓 して夜 を明 したので ．被害(s)再IJ にが 嗚

者を出さなかつた ．

裔木村 浩道にさ したる被吾もな く昔から の部落地たぷ阿木·村では窓硝子·(/J 破損程度であるが ノ

酌環 \I 付近ではす毒内入口に長さ 2.30 米の地晋lj れがあ り • そ ヽ
こから 水を吹き出 した さ う である . !It 

虞よ り約 l. 5 粁渠にある水尻池は約 2 町歩程摺 つた ·
これは水を吹き出 した為か • 水田が沈下 した

為か ．或ほ其(s) 雨方によるか と もか く村民は約 2 町歩(sJ 水田を失ったわけである ・

末恒邸 末恒でも榮附近は特に被害が多
く，地割れ其の他が目立つて居る ．末恒繹のプラ ツ トボ

ームは崩壊 した ・

島取市 家屋の傾いた ものが少々
あ り ・窓硝子ヴ波損 もある ．千代川に架つて居る八千代橋＇の

租桁の譴目が離\!安~ して居る．
・此の橋よ り約 1 粁余南(/J 川上にある千代橋は ．雨側のコ ンク リ ート

製咋欄干の中I# 単に近い3. 4 0 米を除きあとl·OO 余米全部が
つまみ倒 した様に橋の上に倒れて居た

津／井村 さほどの被害はない ．所々に見られた地割れも小さ
いもので ．家屋(/J 倒壊等 も無い

た ゞ郵便局傍の土印 落 ち裏手の土堺が南へ倒れて居た ．

岡本 ．鹿野町万面 • 岡不附近では俎石の倒壌·J 泡 め
られた 漉 野町附近の震虔 IV と思れた ．

吉岡では温泉のI 品度が楓上昇 したさ う であるが詳細は不明で
．震度はIII 位であつた ・

輻井~ · 三津 要度 IV· 位と思れる ・

岩井町 地辰直前風翌に依ろ山喝の如き地嗚があつ
て • 南西7j の空が一面に光つた ・被害は少

く • 石地寂や燈籠は主に北西へ倒れた ・

、~.,＇
I
I~
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昭和 1 8 年 3 月. 4 8 . 5 日の環 の、'.:~取疇 概 ー 繹 ($-J 

本村庄村 西万よ I) ド ーと云ふ地嗚 り を問く ・土蔵の墜の刹落は北面に多 く
．隅(/)崩れは北

西又は南東に多い ・

浦富町 西南西から地嗚 I) が閣え · 石燈踊は南々東へ倒れた
饂 の地約は北西と南東の面に多

< • fl 皆水平割れである t 諏 家屋 もある ・

大谷村 西方に ト・ーンと昔を岡き殆ど同時に発萎 した ・民家三軒ほ ど南1\lijU) 土中に1,/) I) 込んで

居る ・

以上を適究するに此の地方の家藍の被害の大部分は柱や床の不同沈下によ
る と考へられる . J:: 進

疇 村に於け砂 J 俎醗 上n (JJ 如さは其の記 §I] てある ．踏杢や中特に目.L 
ヤつた串ば求屋全体が剛体

的横江 I) を行つて居る ものが見苗らなかつた屯で ．被害の大部分は上述の如< i 尤下によつて居ゐ事

は特に種々の黙逗 目すぺきであら う ．又被害は概ね島取縣下東部の烏取市 ・
岩美 ．八頭 ．氣高の

ー市三郡に止 り ．又其の全壌家屋並びに大破家屋の分布状態を見るに
浦宮よ り斉谷に至る長さ約20 

粁の細長い造岸に平行(/)帯の...1:: に分布 して居 I) 
其 (/)~ は特異性を有 して居る ．山冶ひの部落では

被害は一般に著 しく少V-> • 被害地の地努は山が迫 I) 
羞 岸附近の平地は砂地 厚 く覆ひ ．海岸には又

砂丘が発逹 して居ゐ ．従って上運tn~ll き不同沈下の現象を示ずには甚だ都合のよい地勢であ る • 他

に千代川彰戎にも鐵道其の他(/)被害かあ り ．被害地は大体Jltu, 雨方(I) 帯(/)上に眼られて居る ・

地割れ）也下水等 此の地哀では噺暦は見裳らなかつた ・地割れはよ く目につき ．各町村別の虔

でのぺてあるが ．誠棉の約 7 0 米のものか最長と去へる位で ．上下(/)喰逸ひは委害の一番ひどい濱

村で l 6 糎 ．賀鈴ては桑畠の中に 2 釘通のものか言忍められたが ．これらは大 きな万である ．地割れ

の中には砂混 りの水を吹きだ した囃が多．餃ぁ 11. 上でも一寸述ぺたが . i~ 村では地面から水が各み

出 し一時川の様に成つた虐もあつたさ う である ・

地下水は地鹿直後増加 し , 2 • 3 日を経て次第に通常に戻つて居石 ．地要後井戸水や温泉が白く

濁つた と云ふ事だが ．これは鹿動の為 と思れる ・温泉の温疫が低下 した もの も二 ．三あつた様で況

るが • 何れも大 した ものではない様であつた ・

裕石の倒れ方等 縣下各町村に互 り ．墓石の倒れ方 會発光現象 ．地喝 I) 等に就 き質問を競 して

疇 を求めたか . l 2 1 箇町村 中墓石(/)倒れた (I) は 5'I 箇町村で ．万向は第 3 岡に示七様 に東方

咽 も多い ・il'icl 疇 と山間部はill 腹に富る地帯に南北向のもの多 く ・其(/) 中間の平野部は殆 ど東向

きである ．時計退 り (J)[E!j 蒋を したのは3 箇町村あつたが ．内二つは南北向地帯と 東西向地帯 と の接

郷 であ り 競 1) の一う は疇 市南方の含田村でJlt~ は土木の被害が最 も大 きかつた ·

殆ど全縣下で地嗚 りを閲いたが （廣 麟 t に近い日野郡南部を除 く ） 鳥取市の南部を中心に半径紺

1 0~1 5 粁の範函が ド スン ．・ ドンと云ふ様な速い昔を岡き • 他は 卜: - . ゴ ー．と云ふ様な粕長い昔

を［周いて居る ．
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第 3 岡

i 
12 
II 
Io 

＇8 
7 
6 
~ 
4 
3 
2 
1 

。方 向A/ NE E SE S .Sw w NW 

芸 石 穎 倒 方 向

第 4 園

u J 月 4 日,~•1+. 
土 JV/819 りr 

10 2 1 , , , 1 a , " " 12 " " -,G, 戸 9 

余寝 4 日l 9 時よ り 2 l 日のl 9 時に至る l 7 日間の余震の減衰状況を第 4 園に示す . l 2 

日よ IJ l 3 日に至る間 （ 圏では 9 日目よ り l 0 日目に至ろ虔 ） に極めて頴著な山があるが ．これは

賀露附近k 麟 を有する楓頚翌地歴の後引m き余淫が増加 した事によ る ・此の地庭は l 3 日0 時24 

分頃に起つた もので裾央は東匝l3l2 北緯 35~6 で本葵の器i 原の極めて近 くに起つた ものと考へら

れる 蔑 ？原の深さd 矢張 2 0 粁と推定される ．中國 ．近畿地方の全部か ら四國地万の大部分で有感

であった · 此等以外には主な余荏と しては4 日l 9 時 3 5 分頃郎ち本裾発菩後約 22 分許 り して本

裾と略 同々一地貼に頚著． 地震が5 日2 2 時 2 6 分頃には矢張 り略々同一地黙に小匿域地雲が起つ

て居る ．前者は中匪 ．四國 ．の全部から九州 ．中部地方の一部に亙つて有感であ り ・後者は,§l, 取で

弱淫 ．豊岡 ．宮津 扉 戸で微腰を感 じて居る ．以上が 3 月中に起つた主な余淫であつた ・

最後に縣下の被害を以下の表に して示す ·

人畜の被害

家 の被害

被害見積額

．

死者

軽倍者

家 畜

卸段
半壊

縣有造物

士木隙係

耕 地腺 係

輝 隙係

努 察爾 話

其の他．

計

な し
1 1 名

異常な し

6 9 箇 所 I 非住家 ．塀を含む ）

5,9 4 箇所 （・ 仝 ）

5, 55 28 圏
6,8768,, 

13,0000,, 

53 07 h 
65 0 0,, 

91,4112,, 

118,0;;15,, 

．
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第 1 表 簑 度

饂 ，鳥取 ． （ 翌岡極1"1 J 村 岡 ，輻知山 ．網野 ．伊根 ． （ 紳戸謳内 ） 佐用 ・ ‘

・中喪 （ 米子匿内 ） 賀露 ，吉成 、本庄 ．鹿野 ．國英 ．斉谷 ．大茅 ．用瀬 ． 日下 ．倉吉 . iii±:, 穴
鴇言 束 ．矢臨 古碑 ．三朝 • .l 豊岡腐内 ） 西谷 ．香 住 ．濱坂 ．八鹿 ．上夜久野 ．海部 ．野問 ．

紐L( 邸松謳内 ） 西村 ．土庄 ． （ 碑 疇 内 ） 神戸村 、西宮 ．上郡 ．高砂 鵡 ）I!. 佐治 ．八幡 ．三

木 ．北條 ． （蒻酎濯 内 ）話江 ・

翌 昨 ・米子 ．松江 ，境 ．宮津 ．神戸 ．高松 ．多度津 ．京都 ．敦賀 ．幅井 ．載UJ • 松 山 ．

伊吹山 ．岐阜 ．大阪 ．津山 ． （ 米子箆内 ） 浦生 ．若櫻 ．智頭 ．大山寺 ．御束屋 ．御滋 ．入瑯 ，根 雨，

法膀寺 ．虹 ． 日野上 ・ 多里 ． （ 翌岡蓋内 ） 出石 ．和田山 ，綾部 ．河守 ，中上林 ， （痰島医内 ） 吉

田 ．竹原 ．小國 ，庄原 ，壬生 ．津 田 ，大竹 ．市 ．甘 日市 ．三原 ，河内 ，版谷 ，布野 ．海田市 ， （ 下

鱈 内 ） 須佐 ．御堀 、徳山 ．徳佐 ．平生 ．底森 ． （ 敦賀町 ）） 闇濱 ．小濱 ．十村 ．愛骰 ．八村 ．

（ 濱田匡内 ） 三隅 ．川本 ．大田 、志學 ，大森 ．市 山 ， （ 京都匡内 ） 園部 ．周山 ． （ 津挺内 ） 拓植 ，

四 日市 ，白子、●＼徳島正 ） 嗚門 ．輻原 ．板西 ．芝生 ．岩倉 • し高松匿内 ） 端岡 ．坂出., l 認音寺 ．

醗 ．津田 ．鍋島 ．引 田 ．大角昴 蓋 宮 ．普逗寺 ．豊浪 ．財田大野 ： ＼彦根匡内 ） 坊 ，佐 目 ．上 山．

愛知川 ．長所 、吉槻 ．木之本 ，西庄 、北小松 ．堅田 ．今津 ． （ 松江謳内 ） 服瀬 ．玉楊 ．恵暴 ，大東．

三成 ．平田 ｀ 出索 ・掛合 ．大祀 ，赤尾 ，美保 ．縣 （ 幅井匿内 ） 丸岡 ．松岡 ．武生 ．、今庄 ，西田中 ．

四ヶ 浦 ．河野 ．下一光 ，大河内 、 （ 澗I 戸屋内 ） 柏原 ，眼野 ．赤穂 ．高平 ．山綺 ，尼 ヶ崎 ．中町 ．富

島 ，阿禰陀 ，姫路 ，祉 · 淡河 ，西脇 ．有馬 ．明石 ．篠山 、 （ 岡山謳内 ） 出口 ．奥津 ．林野 ， （ 八木

匡内 ） 渇山 ． ；痰島匡内 ）松永 ． （ 松山匡内 ）道後 ， （ 大阪謳内 ） 茨木 ．長野 ．上之瑯 ，境 ．喜和

田 ．八届 . ( 岐阜器内 ） 高須 汰 垣 ．隣ヶ原 ．揖斐 ，北方 ．八幡 ．土岐津 ， （ 百崎極内 ）小林 ，

竪底 西瑯 ，洲本 ｀和歌山 ，徳島 ．没原 ，彦根 ，名古屋 ．津 ，甲府．．廣島 ，岡山 ．波止演 ．

（ 岐阜匿内 ） 東横 山 ．美談 ，白烏 ，無川 ．岩村 ．中津 ．大井 ． （ 大阪摂内 ） 天王 ．深 日 . (恵洲本謳

内 ） 沼島 ，澁 ，輻良 ，市 ，都志 ．郡家 ．富島 ．志筑 ，恨屋 ，岩屋 ． （ 潮岬逼内 ） 新宮 ． （ 紳戸匿内）

輻住 ，田原 ，王子 ，中谷 ． （ 岡山匝内 ） 下砦部 ， （ 松山謳内 ） 川上 ．角野 ，三島 ．丹原 ，今治 ．四

坂 ．、津倉 ．瀬戸崎 ．菊間 ，難波 ．伊語 ．三津 ．中島 ．郡 中 ． （ 揺井謳内 ） 三國 ．勝 ill, 石徹 白 ，北

谷 ． （ 彦根謳 内 ） 竹生島 ，市場 ， （ 高松匿内 ） 抱江 ． （ 徳島匡内 ） 川井 ．嗚島 ,. 宍喰 ．稗野 ． （ 津

匡内 ） 岡下喜 ，大松谷 ， （ 京都謳 内 ） 比叙 Lil, 愛宕山 ．木津 ．大河原 ，田邊 ．宇治田1 系 ．宇治 ，伏

見 ，向 日町 ，山科 ，東九條 ，下嗚 ，雰ヶ畑 ，大原 · 他岡 ，西別院 ．富 ill, 柏山 ．知井 ．下知知 ．

（ 濱田匝 r 勺ぷ津和!!!f' 日原 ． （ 尾鷲訊 ） 大本 ． （ 牧役厘内 ） 中名田 ．北西瑯 ．服川 ，東鬼 （ 名

古屋匝内 ） 古屋 ．鍋田 ． （ 金澤誕 内 ） 和倉 ．小松 ．大聖寺 ．九谷 ．白峰 ． し和歌山匿内 ） 湯浅 ．

（ 下脳恒内 ） 宇部 ．厳瀬 ． （厳島匿内 ） 大朝 ．三次 ．吉和 . J-t-[ 知．加計 ．西條 ． （ 輻岡匿内 ） 若松．

直 方

堅底 濱田 ．伏木 ，底知 ．宇和島 ．大分 ．下脳 ．佐賀 ．疾松 ，水戸 ．飯 田 ． （ 潮岬匡内 ） 江住．

（ 神后謳内 ）絹平 ． （ 橿原匝内 ） 王寺 ． （松本匿内 ） 富士見 ．上諏訪 ， （ 彦根匡内 ） 大津 ，雲井 ．

政所 ． （ 津屋内 ） 山田 ．荻原 ，奥津 ．波 蘭 （ 濱田極内 ） 匹見 ． （ 濱松臨内 ）金指 ． （ 尾鷲匿内 ）

鵜罠 （ 暗本監内 ） 入吉 ， し名古屋 厘内 ） 翌if{ • 坂下 ．田原 ， （ 宇和島厖内 ） 城邊 ．岩松 ．野村 ．

宇和町 ，八幡浪 ．伊方 ．稗松名 ．樅林 ，泉 ．吉野 ．下鍵 山 ，玉津 ， （ 長野匿 内 ） 和 田 、 （ 和歌 山匡

内 ） 南部 ． （ 痰島匝内 ） ：：：津口 ．江田島 : 福 山 ．尾道 ．

er 
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第 1 表 （ 其 ー ）

s

登 要 時
最 大 動 振 幅 週 期 初 動 初期徽隈 illlJ 所

N E 動時間z N E z N E z 
時 分 秒 メ ん ヽ “ 秒 秒 秒 ダ “ “ 時 分 秒

翌 岡 19 1 う 55.7 420Q 2000 2420 -10.6 -ll0.7 -126.1 ↓ 07-0 
岡 ill l'l- 00.7 562 586 12.0 
米 子 80.9 -70.Q +185-0 09.5 
松 江 02.1 -4.0 +108.0 11 .7 i 
西 瑯 04.4 • 一 -72-0 +80.0 14.0 
宮 津 04.8 +1524 +1200 -14 10.9 
稗 戸 05.9 1000 1200 1150 1.5 1.3 1.2 +10 l-0 -75,0 -120.0 14.6 
息 松 06.5 ll80 >1500 -132.0 -4.0 15.5 
多 度 津 07.1 880 1480 -70-0 ー12.0 17.a 
洲 本 10.9 2000 2260 487 3-4 2.9 3.s 16.9 
大 阪 11.3 692 1021 692 2.7 う ・う 2.2 +12~9 -ll.l -14,4 19.7 
液 田 11., ↓ 559 241f 163 ー ・ +2.9 +6.0 -4.4 26.6 
京 都 13.4· 1140 46'2 605 +30.0 -113-0 -74-0 1 ウ .8 
和 歌 山 13.1 900 790 182 1-0 1.4 1.7 +2 う ・1 ー14.2 19.3 
阪 塚 1 ぅ .4 -121 4-5 5 ぅ .6 
徳 島 14.0 1650 3.,000 2.0 2.0 ー ・ 17.4 
橿 原 14.l 82 ぅ 1113 4.1 ↓ 4.1 +26,7 ーう 〇.o 23.6 
彦 根 14:a 2000 1750 1000 l.,_O 1.0 1.0 -15 -59 24.6 
ー 境 15.0 +45-0 +135-0 10.3 
敦 質 15. う 2800 1900 700 19-6 ．
揺 井 19.5 21.1 
抱 山 20.1 751 i107 ° ・3 0.4 28.6 
伏 木 20.6 491 318 l.B 3.6 40,3 
松 山 20,8 4 ぅ8 599 324 2.7 -39 -36 ・丘23 25.1 
麿 知 21.1 239 470 155 11.2 14-5 2.6 -11.0· -13.0 +7-3 26.8 I 
室 戸 21.2 217 782 4,3 5.1 

= I. 27-7 
伊 吹 山 22.6 110 ぅ28 1.4 2.0 

= I 
2 う .4 

岐 阜 22.7 528 568 394 

i 28.8 
尾 葱 23.2 377 164 105 3 ぅ .o 
名 古 屋 24.0 432 46 う 1:2 1.1 I うう ・1 
金 澤 ｀ 30.4 25.1 936 8,3 
潮 岬 25.5 392 510 208 2.5 1.9 1.7 

I 
30.s 

高 山 27.4 400 140 2.4 2.4 交 ・2 
津 29.0 1593 1650 1.7 2.3 文

.. 24.7 
古甲 山 29.1 42? 305 砂42 う ・1 2.1 3., ↓ +7 41.3 
宇 和 島 30-4 574 642 ~ -6 -1 47.0 
消 水 31.4 36-3 
輪 島 32.9 415 350 14 ぅ 1.0 1.1 +11 +12 +4 5 ぅ .o 
大 分 39.7 481) 450 唸 .0 
F 梃 l 39.s 咬l7 237 ?,2 2.2 ー ！

` ―
42.6 

辞 岡 41.4 27 う 179 1.7 1.7 53-8 
長 野 42.2 386 319 188 ぅ .o ジ・3 う .2 47-8 
甲 府 43 ・7 1700 2.5 +14 -4. 3 -4.5 53.0 

島 46-0. 3613 336 227 う ・2 1.7 2.1 1 01.2 
漏 岡 47,5 451 695 266 1.3 2.2 1.5 + 2 . ぅ一 55-6 

_ 」

. ·4 



.... - 
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｀ 第 1 表 （ 其 二 ）

ー

最 ＊ 狗 嵌 弱 週 期 初 ifi)j 初 哨微

餞 測所
接 震 時

N E z N E z N E z 動 時 間

時 分 秒 “ ,A.I. んI 秒 秒 秒 /4,(. “ “ 時 分 秒

熊 本 47,6 396 433 174 2.1 2.2 2,1 -2.6 -2,7 +2.9 1 00.1 

佐 質 49-6 8 焚 902 2.2 2.2 l 00.5 

沼 松 49.7 562 528 2.6 5.0 -28 12 32.3 

松 本 ヌ ・° 290 202 4.0 ·2.6 38.0 

相
,,, 50,4 37 2 ぅ 4.3 4-1 1 05.6 

~削 極 焚 .8 191 189 133 う .4 う.4 う・1 1 05.5 

大 烏 5 う・1 205 125 60 ぅ .o 2.6 2.0 . - 1 02.1 

巌 原 ザ ・2 昭.3 

追 分 こ 穿 ・1 500 520 1.1 1.7 1 05.9 

熊 谷 55,4 442 283 120 3.8 う .4 3.0 56.2 

軽 井 澤
．

55.6 262 227 1.9 3.0 49.2 

宮 崎 59.7 145 50 1.1 う .2 1 01.5 - 
柿 岡 15 02. 108 63 12 1.2 1.3 0.8 1 17. 

秩 父 04.2 213 150 う.5 2.4 49.9 

東 京 04.8 470 400 263 2.8 2.7 2.9 59.7 

白 河 05.7 30 40 2.7 2.7 1 20.8 

横 濱 06.1 '+65 368 269 4.1 4.5 l 06.2 

新 潟 07.9 200 73 11.0 4.? 1 09 ・1 

宇 都 宮 09.5 370 183 220 2,2 2.2 2.1 45.6 

山 形 13.2 
宮 崎 13.3 211 262 113 4.4 6.5 2.2 49.8 

八 丈 島 14.2 1 57.3 

小 名 液 1-4.8 106 111 94 2. ぅ 2.5 2.8 1 26.4 

水 lea 15.0 160 218 2.0 2.0 l 18-9 

揺 島 1 36-3 

屋 久 島 16,3 • 一

仙 台 17.0 28 32 2.2 2.9 1 18, 

酒 田 20.1 118 117 3.0 3.5 1 25.1 

鹿 兒 島 22.8 280 297 107 、2.2 2.2 2.1 +16,2 +10.4 +17.07 1 0 ぅ .8 

水 繹 27.0 53 24 4-1 2.1+ 1 26. 
京 城 ぅ0.3 1 28,2 

盛 屈 ぅ1.0 1 31.0 

秋 風 奇 ぅl-3 20 2.8 1 16.6 

阪 fl:l ぅ6-7 1034 541 2.3 1.7 +10.0 +14.0 ぅ6-7 
吊円 森 37.9 

秋 rn 22.6 15 28 ぅ .o ぅ.4- 1 23.8 
八 芦 ぅ9.9 1 36. 
宮 古 47-8 13 13 41.9 
森 町 49.8 1 48.1 

釜 山 邸 .o 47 3.4 4-7 .2 
大 郎 59.5 1 05.8 
仁 II\ 59.9 - - l 20.8 
札 幌 16 08,8 1 57. ぅ

温 泉 岳 14 55 ・1 1 07.4 

富 江 16 21.1 69 76 2.9 2.0 
，

1 10.0 
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饂 -~取 ． （神戸匡内 ） 上郡 ．佐治 ． （ 豊岡匡内 ） 伊根 ．弱知山 ． ．

四 呈 宮津 ．多度津 ． （ 米子低内） 賀琢 ，逢束 ．吉成 ．御来屋 ． 日下 ．國英 ．蒲生 ．祗 ．大茅

會吉 ． （ 紳戸置内 ） 高砂 ．佐用 ．鶉川 ．姫路． 三木 ．井條 ． （版島匿内 ） ／＼鉾 ．小國 ．土生 ．御野

壬生 ． （ 豊岡謳内 ） 香住 ．西谷 塙 坂 ．上夜久野 ．網野 ．興謝 ．野尚 ． （ 高松［釦内 ） 土ヰ ． （ 幅井
涯内 ） 蛸江 ・

饂 豊岡 ．彦根 ．京都 ．西郷 松江 ．稗巨 ．涵松 ．揺井 ．敦賀 ，松山 • 高知 ．伊吹山 ．大阪

松永 ． （ 米子欝内 ）古布庄 ．大山寺 ，街臨 . 1\. 瑯 ．法勝寺 ．多里 ．鹿野 ．若櫻 ． （ 岐阜屋内 ） 高須

大垣 ．脳ヶ原 ．東横山 ．`北方 • 土岐津 ．中津 ． （ 大阪匡内 ） 長野 ．八尾 ．深 日．岸和田 ．天王 、堺

茨 木 ．上之瑯 ． （橿原逗内 ）五條 ．奈良 イを原 ．尾山 ．屁山 ． （ 徳島匿内 ） 屈畜原 ．板西 ．岩倉 ．

（ 揺井屋内 ）松岡 ．丸岡 ．勝山 ．武生 ．河野 ，大河内 ．下一光 ．北谷 ．（下隙座内 ）須佐•徳佐毯叫 •

平生 ． （ 岡山毎内 ） 上長田 ．長島 ．林野 ．加茂市場．矢掛 ．行方 ．久世 ．津山 ．周匝 ． （紳戸匿内）

赤穂 ．輻住 ．西宮 ．高平 •• 山崎 ．尼筒 ．中町 ．家島 ．計 ．八幡 ．紳戸村 ．柏原 ．西脇 ．有島 ．明石

篠山 ． （ 敦賀座内） 涵濱 ．小没 ．十村 ．愛径 ．八村 ． （ 京都匿内） 向日町 ．東九條 ．大原 ．園部 ・

（ 彦根固内） 竹生島 ．坊 ．八,p 俗．佐目 ．大津 ・雲井 • 土山 ．水口 ．愛知）II• 長治 ．吉槻 ．木本 ．西

庄 ．北小松 ．堅田 ．政所 ．今津 ． （ 演田厘内 ）市山 ．川本 ．三隅 ．大森 ．大田 ． （松江匝内 ） 赤尾

痰瀬 ．玉湯 ．惑袋 ．三成 ．平田 ．出娯 ．掛合 ．大祉 ．赤名 ．大東 ．木次 ．美保ケ閥 ． （ 高松匿内 ）

西村 ．大角鼻 ．豊濱 ．普通寺 ．財田大野 ．鍋島 ．引田 ．坂出 ．絨昔寺 ．端岡 ，瀧宮 ．津田 ．美合 ．

（ 津返内 ）拓植 ．幸名 ．四日市 ．松阪 ．相可 ，阿下喜 ． （痰島屋内 ） 竹原 ．大竹 ．津田 ．三原 ，庄

原 ．市 ．生桑 ．廿日市 ．布野 ．海田市 ．加計 ・ （ 松山謳内 ）道後 ． （ 高知匿内 ）長岡 ．夜須 ． （宮

崎匿内 ） 小林 ． （ 豊岡謳内） ｝＼鹿 ．出石 ，和田山．．村岡 ．桜部 ．海部 ．中上林 ．

竪星 米子 ．境 ．徳島 ．洲本 ．和歌山 ．殺原 ．津 ．演田 ．狐山 ．岐阜 ．販田 ．岡山 ．波止演 ．

住友四阪島 ． （和歌山謳内 ） 御方 ．湯浅 ．南部 ． （岐阜匝内 ）癬斐 ．美楼 ．黒）・11, 岩村 ．大井 ．八

幡 ．徳山 ． （橿原l 屋内 ）丹波市 ．郡山 ．酋爾 ．南之庄 ．王寺 ．（ 徳島匿内 ）宍嗚 ． （ 輻井匿内 ） 朝

日．今庄 ．西田中 ．四ヶ浦 ．石徹石 ． （下掘謳内 ） 殷瀬 ．仙崎 ．涵森 ． （ 岡山匿内 ）宇野 ． （ 洲本

匿内 ） 沼島 ．澁 ．幅良 ．市 ．都志 ．郡家 ．宮島 ．志筑 ．仮屋 ．岩屋 ． （ 稗戸逗内 ） 阿蒲陀 ．龍野 ．

（ 金澤匡内 ） 九谷 ．天坦寺 ．小松 ．白蛉 ．新保 ． （ 敦賀筐内 ） 屯名田 ．北西瑯 ．熊）II. 東瑯 ． （ 京

都逼内 ） 比叙山 ．袋宕山 ．木津 ．大河原 ．廿1 邊 ．宇治田原 ．宇治 4 犬見 , Ul 科 ．下鴨 ．雲ヶ畑 ．．迫

岡 ．西別院 ．富本 ．）胡Ul. 下和知 ． （彦根歴内 ）市場 ． （殺 田厖内 ） ・日原 ．津和野 . (I;(, 松渥 肉 ）

堕江 • I 津怪内 ） 名張 ．奥津 ．川口 ．白子 ． （松山箆内 ））II 上 、角野 ．三島 ．丹原 ．今治 ．四坂 ．

津倉 ．瀬戸綺 ．菊間 ．難波 ，f 紺忠 三津 ．中島 ．郡中 ． （限島匿内） 吉和 ．吉田 ．三次 ．大朝 ．井

原 ．八幡 ．西條 ．河内 ． （ 名古屋麗内 ） 鍋田 • I 豊岡匝内 ） 河守

墜墾 伏木 ．塀岡 ，下開 ．宇和島 ．大分 ．柿岡 ．水戸 ．演松 ． （ 岐阜臨内 ）太田 ． （橿原匡1 スg) 
岡 ． （ 宇和島匡内） 城邊 ．岩松 ，野村 ．宇和町 ．八幡渋 ．伊方 ．岬松名 ．泉 ．吉野 ．下鎚山 ．玉津

横林 ， （ 輻井匝内 ）三國 ． （ 下縣匝内 ） 宇部 ｀防府 ． （ 岡山酉内 ） 出口 ， （ 尾鷲匿内 ） 吉津 ．紺殺

（ 津返内 ）山田 、萩原 ．大杉谷 ． （ 名古屋匡内 ）琺田 ．豊没 ．坂下 ． （ 没松匿内 ）三 ヶ 日 、金指 ．

（廣島屋内 ）•三津口 ．江田島 ．袖山．．尾道 ．

直盛 ｛廣島匡内 ） 常綴 ．上下 ．（ 京都蓋内 ） 棺山 ．知井 ．

＼洵蘭嘔 内 ） 田邊 ．新宮 ．勝浦 ．
（ 稗戸匡内 ） 王子 ．淡河 ．龍野 ．

" 

ヽ
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~2, 表 （
其 ー ）

最 大 動 振 幅 週 期 初 動 喜鴫
観測所 発 震 時 N E z N E z N E. z P~S 

時 分 秒 ./.,I, “ A/. 秒 秒 秒 “ .,u .,,(.,( 時 分 秒

禾 子 4 50 15.7 360 1.2 -35 +130 08.4 

境 17.7 25 100 . - . Ofl.5 

翌 岡 18-9 2000 3650· 2360 
06.6 

彦 根 22.8 ぅ000 2000 1 努刃 1.0 1,0 1.0 22.5 

宮 津 24.0 
+8 +14- 09.9 

西 溺 27-7 1040 900 1.6 1.2 ー136 +96 14.1 

松 江 28,5 7 哭 879 2.0 ．．． -2 +66 11.6 
一

肺 戸 29.1 1000 >800 >900 1.0 1.2 1, ぅ +205 -153 -243 15.3 

高 松 ぅQ.4 1900 2000 ？ ？ ？ -320 ー16 15.a 

多 度 津 - ぅ0.9 1400 17 灰） 0.9 ー170 I —ぅ2 17,6 

徳 島 32.6 3150 6 ぅ50 1050 1.7 1.7 1.7 18,3 

固 井 ぅ2.7 16 ぅぅ 2.1 

大 阪 34-1 807 1000 680 2.6 2.1 2.1 +27-5 -23,8 -31-? ～

洲 本 ぅ出6 590 1024 517 う ・2 2,9 1.7 -21.2 +27-1 -41.6 17.1 

和 歌 山 35.3 2000 2200 318 ？ ？ 1.4 +52.0 -29-7 ー18.2 19.6 

敦 賀 35.6 2200 1300 
19.6 

宮 江 37.0 71 79 2.0 2.0 1 16.4- 

橿 原 37.1 457 460 3.8 +16-7 -20.0 2 ぅ .o 

津 40.0 l413 1578 1,5 1.1 28.4 

軽 井 澤 41.0 278 ぅ11 1.5 2.0 1 25.5 

演 田 41.3 568 286 182 ~ +1.4 +2-7 -4,0 26.7 

越 山 42-3 842 592 ·0.2 0.2 27.6 

松 山 42.7 618 264 2.1 2.1 -82 -75 +65 26,9 

空 戸 43.6 362 164 4.8 3.0 -4-1 （＋） 24.l 
ヽ

高 知 43.7 227 559 204- 9.5 9.6 2.6 ー14.0 -2-9 +10.1 27.5 

尾 鷲 44-3 232 210 2 う4 ぅ .8 う ・2 30.2 

飯 塚 4 ぅ .6 289 4.4 51.6 

仮 田
亀

44,6 425 390 0.7 0.7 39.9 

岐 阜 44,7 ーう ・7 +2.8 一＾
28,3 

伊 吹 山 44,8 119 231 2.4 2,4 26,0 

潮 岬 47.3 409 225 462 1. ぅ 1.8 ·2.7 -1.3 -1.4 う1 ・

金 澤 47,9 867 l 哭0 4.0 、7.6 うう ・

名古屋 47.9 370 474 
． ぅ1.7 1.6 1.9 

富 山 印.3 ぅ21 ぅ37 230 2.1 3.5 2.5 +4 +2 41-8 

岡 山 51.5 812 750 12.0 
• 一

輪 島 タ ・1 480 400 103 0.9 +7.8 55.4 

消 水 兌 .7 240 190 154 1.8 1.7 .1.8 ぅ7.3 

高 山 55.9 300 120 2.5 2.5 34.3 

銚 子 57.0 153 2.3 ぅ6-7 

伏 木 57.5 500 363 う ・う 3.2 一‘
35.4 

揺 岡 51 02.3 5 うう 528 233 1.5 2.2 1.5 -2,3 ザ ・1 

需 岡 02.8 318 140 165 3 ・1 1.8 2.3 努 .9 

下 腺 04.9 508 263 1.9 3.2 40°} 
松 本 04.9 306 244 6.2 う .6 42-6 

野1 長 05.4 ,16 290 l 沖 2.6 3.0 2.7 47.8 
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猥測 所 発 震 時
最 大 動 振 帳 週 期 初 動

勅初P~ 時期S 微間N E Z N E z N E z 
時 分 秒 ん メ が 秒 秒 秒 メ ダ ク 時 分 秒

字 和 島 07.3 -4 -4 う3.9 
甲 府 07.9 9 ぅ0 8 哭 2.0 .2.0 -1.4 -2-7 ？ 51.l 

島 09:6 う18 349 196 2.0 2.1 2.1 1 01.3 
船 津 10.5 427 2.5 53.1 
御 前 崎 11.4 371 恥23 5.1 2 ヽ2 49. 

， 器 原 11.4 ·5a.o 
大 分 11.8 650 700 ;- -10 40.6 
相 It( 12.3 31 29 2.2 2.4 59.5 
熊 本 12.5 498 433 116 1.4 2.0 1.3 -3-9 -5-3 +?-3 1 04.0 
廣 島 12.8 -23.4 -38 .1 +15. ぅ 24.2 
佐 賀 13.4 750 00 ぅ 1.8 2.1 哭 .o 
新 潟 15.0 l 01.0 
前 橋 15.5 ぅ46 367 133 5.6 6.1 4.Q 1 01.2 
膝 谷 16.1 1.i19 374 77 5-6 う・4 2.3 -3-1 56.4 
秩 父 19.3 2 知 193 2.4 1.9 兌 ・2 
大 島 19.a 210 160 80 2.2 2.0 2.0 1 01.0 
宮 椅 20.4 172 192 1.8 3.1 58,2 
柿 岡 23.9 99 60 2 ぅ 2.1 2.0 2.1 ー1.9 1 05.2 
濫 泉 岳 24.5 茄 .5 
東 京 26.8 428 328 ぅ .o 2.9 1 00.3 
宇 都 宮 27,2 231 18 ぅ 2.8 2.2 1 13. う
鹿 兒 島 29.5 290 160 125 '2.2 3.9 2.2 --4. 3 -6.9 1 23.6 
緑 島 30.2 l 41.8 
横 洛 ぅ0.8 41 ぅ 332 248 う .9 3.9 2.1 l 01.2 
窮 隙 33.0 200 193 3.4 う・2 l, 01. 
沼 松 35,8 274 438 1-3 2.0 +l-7 40.6 
1) 、名 濱 36.9 12 ぅ 70 65 1.8 2.3 • e e e 1 37.5 
水 戸 38-7 1 哭 208 175 1.9 1.9 2.3 l 18.3 
大 39.0 l 06.4 
秋 風 嶺 39.2 -22.5 5.5 l 49.0 
仙 蛋 40.l 30 32 1.9 2.4 1 20.8 
酒 田 40.1 98 90 う • う 3.3 1 39.6 
屋 I 人島 41.3 ＇

秋 田 44.9 1 23.0 
盛 岡 46.2 1 42,2 
勝 浦 51.0 80 74 う・う 2.3 -4 +2 55.7 
水 澤 51. 4 う 21 ぅ .o 2.4- ii. 24. 
兄~ 城 52.5 l 37.4 
背 森 52 01.5 1 35-~ 
八 戸 02.6 ~ 1 35.0 
宮 古 03. 1; ， 14,7 11.3 ？
森 町 11.7 l 5il..9 
釜 山 28.6 11 う 6.0 . 

, 1 00.5 
キL 幌 、 一

大 連 12.0 ·- 
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第 3 表

北緯
ヽ

事
揺)Jlj 登 震 時 宦 央 東 経 記

ポ V 月.J 日 咋 分 瓢 川沿岸及津居山港沿岸;j 嘔 城ニ ハ被害激
Ii£14 年 顕 3.11.09 津居111 l 戸 ・7 ぅ5.7 

港沖合 甚ニッ テ豊全燒岡町セハ淫後ノ 火災ニテ全町 ノ約 5 
分ノ 2., 、 リ． 城崎町 ハ全町焼失セ リ．
此 ノ 外津居山田結 ノ諸部落 モ・焼失 又ハ壊 滅セ‘

'}. 

// 15 年 租 xr.10.17.5& 京 都 135.8 うう・
有感半径 200 粁．

う -

北 方

悶 2 年 遥i Ill. ←7.18.28 丹後羅田 135.1 35. 7 西及南ハ九州 ョ IJ 束ヽヽ 隙東地方二亘 リ テ人身

川 流城
惑 斃ア リ． 近年稀 二見IV 激困 ナ リ， 尚被害甚

大ナ リ．

" 3 年 租 '][.20.12.02 尚梁川 133.4 ぅ·4. 9 山陰 ，山陽 ョ 噸 棗 四國二亘 リ テ 人釦 紐

上 流
ア リ． 同地方 ト ッ テ ヽヽ 近年稀二見ル強哀 ナ リ．

’‘ 4 年 穎 y. 22.01.3; 日向濫 131-8 31. 8- 九州ノ 大部．四 國ノ 過半及山陽 ，山陰道 二亘
リ テ 人身感党ア リ・ 毎央地二近キ宮崎市及北

郷 ，和島 ，七祈 ノ 各砲町裂村等ニテハ煉瓦煙突ノ 倒

一

壊 ，崖崩 レ ，壁ノ 小被害ア リ タ リ．

’’ 5 年 顛 四.1.02. 哭 那珂川 140.4 ぅ6.4 隔東地方ノ 全般 ，東北地方 ，本州中部 地方ノ

下流域 ＊半部 二亘 リ テ 人身感梵ア リ． 震域 ノ 長門量
ハ質 二5 0 0 粁 二亘I レ． 震央地域二於テ
ノ維裂 墓石韓倒，煉瓦塀崩塚 ，屋根瓦崩落等
多少ノ 被害ア リ、

II 5 年 · 頴 ヱ ,17.06. ぅ6 石川縣大 136.3 36-3 前業 後倣ヵ ニ 4 分ニッ テ登現セ シモノ ニテ ，

臨寺附近
’ 厖域可成二廣ク ，北陸 ，近畿ノ 大部分 ，中部

鸞~方-ノ 西半 ，中菌地万ノ 東半 ヨ リ 四國 ノ 北東
ーカケテ 人身感悦ア リ． 屡 央附近二多少ノ

被害ア リ．

II 5 年 顧 立.26.04.03 北伊豆 139.0 35.1 北伊豆地 方二多大ノ被 害 ヲ生ジ ク り．

烈 蛮

I ヽ 5 年 函 XJ[.20.23.02 廣島縣三 1 ぅ2.9 う4.8 中國全骰 ，四國I 大半 ，九州北東部 ，近畿地

次 附近 方ノ 大部分 ，本州中部 地 方西部 ，北陸道西部

ニ亘 リ 人等身些感少覺ノ ア リ． 尚雅央 地域 ニテ ハ 、石． 垣 廂眼 被害ア リ．

II 5 年 頴 XIJ..21. 21-14 廣島縣三 132.9 34,8 巽域 ハ中図地方ノ 全般四図ノ 北部 ，九州 ノ ~t:: 
次 附近 東部 ，近幾地 万ノ 北半部 ，本州中部地 方ノ 西

央半部 ，北陸道 ノ 西部ニテ 人身惑牡 ァ リ． 尚震
地域ニテ ハ石坦崩竣等些少ノ 被害ア リ・

,, 6 年 頴 I. 6.12.2 ぅ 北海道 142.8 42.~ 1 嘩 道 ／南半部 カ ラ 東北地方 ，開 東地方ノ 北

新冠 川 部二亘 リ太平洋岸 各地二人身感倦：ア リ． 簑

上流域 央附近 二，、多少 ノ 被害ア リ ク IJ. 

> 
II 6 年 頴 a,17. ぅ .48 浦 河 142.6 42.3 北海道全島 東北地方ノ 大部分カ ラ 隙東地方ニ

附 近 亘ッ テ 人身感 登ア リ． 浦河デハ大部 分デ家 ノ
喪壁二砲裂登 ラ生 ；；，裸 ヤ蹄子等 ハサケ タ・ 又余

モ趨 ・ンク．
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梱 別 発 窟 時 要 央 東 •経 北綽 記 事
昭 6 年 願 月 日 時 分

元埼山玉既—仙E 139.3 タ6.0 
群 馬 ，埼 玉 ，栃 木 ，茨城 ，東京 デ強 胆 震央和 広.21.11.20 
附 近 ニ テ 9 ヽ 倒泊家 屋 ヲ 生 ・；； ，相宮ノ 被害 ヲ伴 フ,, e 年 頚 立. 2.19.0 ぅ 日向漉 132 -1 32.4 九州 全般 ，四睦 ＊半 ，山賜 ．各 地 二於 テ 人身 '
感覺 ア リ ，裳央地域 ニ ハ多少 被 害 ア リ．

- 」,
II 6 年 頚 立 4. l.~O 岩 手 141.7 39.5 東北 地 方ノ 全般 己 リ ・ 閥 東北 部 ， 北海 道 南 西

— 小岩
部 二亘 リ 人身感伴党 ア リ． 余窟君源極モ 沼茂登ニ ・ン テ壁 .:;, I 
飽 裂 等小 破害 ヲ ッ ク．

I 
" 7 年 頴 立 .26.13.24 新冠 If[ 142.3 42.4 箆 た 二 9 ヽ 多少 ノ 被害 ア ］）． I 

河 口

/I . 7 年 梢 立.9-13 ・19 北丹後～ 134.9 35.6 京都 ，兵 阻 ， 幅 井 ， 石 川 ，岡 山 ，滋賀 ，烏取
海 部附丘 長野 等 ノ 各縣 下ニ テ 人身感 径 ア リ．

I II 8 年 頴 亙. 3- 2.31 三陸 沖 144-7 う9.1 北 海道 及本 ）·Ii ノ 大部 分 デ有明感30 展0 後0. 大津 彼束 襲
強 旋 被 害 甚 大 ，死 者 及 行 万不

I/ 8 年 租 Jl..18.17.17 兵 耶 — 134.4 35.0 山陸 ，山 陰 ，近畿 ， 四霰 等 ノ 各 地 二亘 り 人身
千 稲 Jli 感 党 ア リ．
上 流域 I 

I 
" 9 年 ナ シ

"l 0 年 租 YJL24.03.oo 鳥取 —濱 134.l 35.5 中國 ，四 國 及近 儘 地 方 ノ 大部 分 デ有 感 ．
村附 近

"l 1 年 頴 ‘` 'JI.21.10.08 河 内 大 135.68 34.52 蕊 原ノ 深 ·lJ- l 0 粁 内 外 ノ 浅 褻 コ ノ 地 方 ト ッ
和強宦 テ ，、稀 ナ著 ツィ 地毎 ．
（大阪 府

I 卜奈 即縣

ト ノ附境近F ）J: 山

"l 2 年 娯 JI..27.2 ぅ .42 山 口縣室 1;2. 1 33.7 中國 ，四 因 ノ 全 般 ，九 州近感 骰震地 方大部 分 及 ピ
津半島 沖 度中部 地 方 ノ 一 部 分 ニ テ有 央 附 近 ハ中程 程

" 13 年 ~ 1. 2.16-54 岡 山謡 l ぅぅ.22 34.53 中 國地方 ノ 大部 分 ，近 畿 地 方四 國 地 方 ノ ー 耶
阿 哲 郡 等 デ有感 ，箆 源 ノ 架 サ -10 数 粁以 内. 」I 
南 西部

" l 3 年 頚 刃. 2.16.54 稲島縣 141.65 37.10 大規模 雌霧 デ ， 東北 ，服 東 ， 中部デ有ノ 大部 分 ヨ I 
東 方沖 リ 北海道 ， 近俄等 二至 J レ廣 範 困 感 ． 弱 島，

宮城 ，茨城 等 ノ 諸 縣 下 デ多 少 ク 被 害 ア リ．

// 1 4 伍 頚 Y. 1.14. 哭
鹿秋匹半 甥品

139.49 ;9.57 

II l 4, 年 頴 Y. 1.15.00 秋田瞑男 139.49 刃.57 

l1 鹿 半 島

11 " l 5 年 頚 四14.00.36 懐年 132-1 36.1 中限 抱 方 ノ 庸塁 ＇四 國 ノ 大部 分 ，九州 ／北部 1 
西 方沖 及ピ厳 原 ， 島 デ有 感 ．

" " ●頴 互 6. 1.,0 山口群 l}l ら5 乃.6·I • 咽l 地 方 ．匹國 地 .. , 大 部 分 枚近 畿 咆<;.Ji.I ' 
須阿叙武 ，近 州地 方ノ 一 部 デ有 感 楼害央附近 デ 、蒻 笞 乃至 I 

中宴程 度デ軽徴 ナ 、レ祓 ヲ 生 ・ン タ．
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9 月 1 0 日 の 鳥 取 地 震 概祝

技 師 井 上 宇 胤

緒 言
●

9 月1 0 日1 ? 時 3 7 分頃鳥取市附近に烈襄が発生 した
此 の地方は所謂 日本海地震幣侭厠する

腐であ るが ．古来大地要 の記録の少ない ター
食であづ 環 災豫防調査舎報告侭掲載 さ れた 地要は倣に次

ーの 1 同のみであ る 即 ち紀元 2 3 ? 
1 年 3 月 1 9 日 （正徳元年 2 月 1 日 ） rrc. 美作 ．因幡 ．伯者に於

E て渋家 5 0 0 戸死者 4 ・名を生 じた地君であ る 』
其の後の調査 1/( 依 る と此の地矮の J. 6 7 日前帥ち

資永 洋 町 月 1 1 日倉吉附近侭烈蒋があつた と の事である
• 最近では昭和 1 0 年 7 月 2 4 日に沼

村附近に梢 頴々著地君力も っ たにすぎ ない ・
3 月の 2 同の地葵は今同の要源地の北方に接 して 海岸

附近及び沖合侭発生 した
もので あるが ．今同の地柔の前要であっ た と見倣す可 き であ っ たか も知れ

ぬ ．例へは時 と共疇 混同敬の減少す る瑞況1/C. も多少 の異常 があつた と 考へ られぬ事 い無い ．郎ち

這 の烈窟の要源地附近に除震が登生 したはか り
で な く隣接地域侭地裳群 を誘幾 L て ゐた のではな

いか と 考へ られる 此 の貼は酒井乙彦技手が調査中であ る ．

桧 震 結 果

各叫 の測候所に於ける地震計に依る観測結果を整理す る と 喪源地 は鳥取市西南約 8 粁 の野坂 Ill 中

流域の地下約 1 0 粁 の箇所 と推定さ れる ．但 し此の位 樅lr.l: 暫定的な も のであ つて此後の梢査 の結果

多少は移動ナる ものと 考へ ら れる ．勿論相常の大き さ を 有する もので あつて 各地の地委記象 に依る

這 暉 ）の初めか ら敬秒及び2 0 秒以上絲い捩動を伴 つて 居 tJ • 初期微動中に於いて振 儒が順次著

し く 噌加 L て ゐ る．．之は棧い地裳の型であつて 振幅か 後程噌大する のは地表面に於 け る 反射波た依

る もの と考へ られ る . 3 月の 2 同の地淀は今岡のよ り も 多少深かつた事 と 規模が小 さ か つた為に緩

疇 を伴つて ゐ ない様 であ る ．尚初期1 年 中の振 1 照の増加も 著 L く なか つた ．各地 の初期微動霰椋

時間と 登喪時 と か ら衷源に於ける登器時は大略 9 月 1 0 日.J. ? 時 3 6 分 5'/ 秒 と 求め ら れた ・

紐 疇 し引き の分布は所謂四象限型 であ つそ東北東ー西南西 の方向と 北 々西ー南々東の方向を

境 と して東北部 と 西南部が押 し波で材！南 部 と 西北部が引 き波 と成つて ゐる 。東北東ー西南西迂る節

線競 訊 f 線侭相菖 して ゐる と すれば北恨LJ が南側化射 L て 東へ江っ た卒 と な る 。後述す る如 く今同の

地役四 半つて 登現 L た地震断層は以上の方向を取 り 北側が下つて東へ江づ ゐて以上 の殺需機樅 と

一致 して ゐる次第である ．今同の地器の餘需及び 3 月の 2 同 (1) 烈葵並に其の餘震の登裳機梱 も全 く

以上 と 同一であっ た ．

尚各地測候所よ り の報 告侭依 る初期微動坦翔時間は 遠方の測候所では 殆 ど全 部長す ぎて ゐたが之
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は地荏記象が海底地臣の胞の様

で あつて S 相が不分明であっ た

為 と 思はれ る ．祷源地の近 く の

測候所にて は翌岡 ，岡山 ．西郷

等短かすぎ る様 で あるが ．之は

或 は器源 の大き さ が相営大き な

もの であっ た と す るか或は又展

源附近では波の倦播速度に異常

が あ る と して説明 される ものか

も知れぬ ． 目下各地の地褥記象

を取寄せて 調査 中である ．各地

の測候所に於 け る瞼震結果は表

．に示 して あ る ．

震 災 地 附 近 の 地 質 と 澁 泉

第 判団 9 月 l 0 日品取地策の各地の能 度及び初動分布固

•一 一

(i こ2 断暦の運動方向を示す ）

商工省地質調査所登行の 2 0 漉分 の 1 地 質園に依る と ．千代）,, . 河成川 ．勝谷川 ．勝部JII , 蒲生

川 ．吉 田川等の流域及 び海岸の砂丘地偕は沖梢暦であ り夫れに接 L て 洪稜用の丘陵地が あ lJ 夫れに

翔 き第三紀暦 ．花侮岩 ．石英粗面岩 の山地が あ る ．．尚能災地 の東部 と 西部には輝石 ．安 山岩が見ら

れ西南部 の毛無山は玄武岩であ る ．展害は以上の沖稽暦に著 L く山地 にて は可成 b 軽減さ れて ゐる ．

尚沖利1 地に取残さ れた第三紀暦の小丘に於ける 震害は附近に比較 L て 著 L く軽少 であっ た ・

次vcllt の地方は ラヂウ ム澁泉に富んで居 り ．三朝温泉は本邦隈ーのラ ヂウ ム温泉であ る 。石川成

章氏の調査に依れば此の地方 の澁泉は泉豚列の配列 ．岩脈 の方向 ．節埋の方向等は局部的には東北

ー西南 ．南北 ．西北一東南の方向を取る が全翌 と して 見れば海岸 に平 行せる地 質猫造線に沿 うて配

列 L て 居 る ．郎ち湯村 ，岩井 ．吉方 （鳥取市 ） ．吉岡 ．山田 ．三朝 ．胞金を結ぷ線 と演村 ．勝見 ．

東瑯 ．松崎 ．浅津を結ぷ線であ る ．今岡a 新暦は以上の樅造線に沿 うて鹿 野の南か ら吉岡 の東迄登

現 L た と考へ られ る のは典味深い事である

尚 以上の線 と 直角の方向に も温泉が配列 されて ゐる と 考へ ら れる . l!n ち吉岡 と湯谷 を結ぷ線 と 浅

津 ．三 朝 ．奥津を結ぷ線 であ る ．

• 初動の押 L 引き の節線が吉岡の南を 中心 と する 以上 の2 本 の互に直角 の線に略 々一致 して 居 る の

も興味あ る事であ る ．

貰 地 踏 査 概 報

9 月 1 1 日夜行にて 委災地に向ひ ．箪 者は山陰本線にて 翌岡に立寄 り 居組よ り徒歩 にて l. 3 日夜
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9 月 l 0 日の鳥取地霞概況――井上

10 日J. 7 時 3 7 分頃の．鱗 地裳槻測表 （ 其の J.) 

最 大 勃 癒 幅 週 期 初 動 初期微

霰 測 所 登箆時
晒 間

h 
＂

E z N E z B E z P 一 S 

1 島伶o 見 ）ううI" 500 
が 120)l- 00 一秒

秒 o. 象 ー14,. .6 — -55I'- -6 -88 ，，，，.6 04. 紗
翌 岡

〉 う5000 

米 子 07.6 1 印00 ·1.8 ー100 +410 -450 08.4 
~ 

岡 山 00.5 30000 l ぅ0000 
_47.5 07.5 

境 09.0 
．． 09.5 

西 郷 09.2 )22000 )22000 
11.5 

宮 津 09.6 64250 4.1 - I ー12 
-70 12.8 

松 江 11.4 う努;oo 27500 9000 6,1 4.9 う ・1 -8 +74 11.9 

高 松 15.4 
- -2 灰 -2 . - 15.3 

面 井 15.0 -' +5 +15 10.9 

州 本 17-8 15000 36000 ll.6000 8-5' 8.2 3.7 +18.1 ー16.2 -24.4 20.0 

京 都 18-6 18000 8100 11500 4. ぅ 3.4 +6.7 ー26.6 -9.0 22.8 

大 阪 20.4 11519 12700 6731 2.7 2.5 2.9 +16-1 ー17.7 ー166.7 22.2 

伊吹山 21.5 
23.9 

濱 田 22.6 23000 1000 ，0 6030 4.9 3.9 +1.3 +4.2 -2.4 21..9 

摂 原 24-0 2170 2170 +33-3 -36-7 28.1 

彦 根 24,4 12100 16800 9800 2.8 う・1 +2.? -30,3 -7-7 32.0 

松 山 26.4 700 935 900 -84 -68 ->93 

炭 島 27.6 12.a50 10750 74-50 2.5 3.3 4.3 -0-3 -0.5 +0.2 25.1 

勅~ 山 27'.9 +l -2 -1 

尚 知 28-3 4230 15100 1210 5.4 a.o 1.9 -12.0 -3-1 +11.l 27 み

徳 島 30.0 2 知00 23000 9000 1.3 1.3 2.2 21.0 

飯 田 31.2 43.1 

潮 岬 31.4 4650 7500 3200 2.6 3.8 う ・1 う3.9 

名 古展 灰 .7 咲l25 7975 5900 2.a 2.8 う .7 +2.5 -3.4- -3-2 ぅ5.2 

金 澤 茅.1 - 16,7 

尾 笠 +149.4 ー1 空 .9 -27-7. 22.6 

高 山 36-5 1000 1400 2.4 2.4 49-6 

宇知島 40.4 17 印 1425 -75 -100 3~-8 

綸 島 40.4 7500 2000 1300 +3.6 +7-4 +4-.4- 57.3 

消 水 40,8 681 996 2.7 1.7 -1 -2 +l 37.2 
ヽ

F 賜 43-9 2 梵0 2500 4-5 1;.5 ＋う +5 40,8 

大 分 48.0 21000 13000 10000 47.0 

松 本 .:.9. ぅ 1528 1528 48.0 

甜 岡 50.9 2315 2200 665 う・1 う ・2 2.5 哭 ・“

阿蘇山 52.0 56,.8 

宮 山 52.a 17500 11667 10000 6.4 8.3 7.3 29.6 

三 島 55.1 1900 1475 1370 4.0 JJ..2 4.0 57.7 
甲 府 55 ・8 22000 15000 6000 2.2 2. ぅ -10 -15 1 04.0 
熊 本 兌 .7 
御前崎 ぅ8 

-6. ぅ -8.0 +10.0 59.9 
19100 39100 2187 9.5 7,3 2.2 

前 橋

4-4.4 
00.4 25co 27 知 47 印 2.6 l.8 2 .6 

巌 原

1 QB.7 
01-3 11e6 1504 1 02,9 

長• 野 01.5 ·22;0 3400 1300 2.9 2.9 2,6 +1.3 +6.7 +4-5 1 02.0 
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（其の2) 

観 測 所 登 震 時
最 大 動 捩 幅 週 期 初 動 初期微

動時間h 刃 E z N E z N E z 
E 一 S 

·I-. 大 島 01.8 3500 1600 2.5 ·2.5 ー ・ 1 12.5 
佐 賀 05.0 -· 49-5 
熊 谷 05.1 2165 1180 718 l 10.2 
東 京 09.0 2500 5100 2370 57.1 
新 潟 ク 09.a 1896 1980 A.2 哭 .5 
柿 岡 10:- 710 llO 150 ぅ .o 4.0 2.5 1 21.- 
富 崎 10.6 丸00 3100 -14 知 ー18.? ー15.9 1 22.5 
横 濱 10.8 24 知0 3950 700 7.2 う ・う 1.9 l 17.4 
宇都宮 1 う ・1 ~350 3800 300 ． l 17.1 
筑波山 13~1 272 226 1 16-7 
八丈島 ·15.0 4400 哭00 2 唸0 1 14.5 
白 河 18-9 14024 5184- 1 ぅ .o 11-1 1 30.0 
水 戸 20.1 3500 3900 602 う ・5 7.0 2.0 -5:8 -5.4 -5-9 
秋風徴 21.5 1177 5 知0 1 13.5- 
謡 島 24-.9 460 480 377 1.9 1.2 1.0 1 16.2- 
洒 田 25.9 1735 - 1293 

一
1 う う .8 

仙 翌 26.4 4500 3500 920 +6-9 +19.4 +9.2 
水 澤 う8.- 一、 '•— +40 +15 1 31.- 
盛 岡 40.0 254 434 496 5.3 5.6 6,6 l 36,7 

• 青 森 46-5 670 52 ぅ 298 -3 1 46.0 
・八~ 戸 哭 .1 341 700 341 ＇ー l 42.7 -· 
宮 古 55.0 267 232 438 17.2 8.6 12.4 .+8 +9 +15 2 37.2 
網 走 38 56.4- 18: 知 890 1107 
勝 浦 57.6 960 1170 2.2 2.5 1 22.0 
函 館 39 01.1 1816 12 ぅ8 11.4 10.1 l 53.6 
宮 江 07.1 6238 4867 2,2 2.5 1 22.0 
札 幌 15 ・1 1460 1000 980 2 04.8 
帯 脳 28.1 - - 
邪 覇 37.3 90 85 70' 9.7 9.7 9.0 3 02.7 
育 島 46-9 +18 2 1,.7 
宮古島 40 02.7 599 1373 696 8.8 11.9 10.0 l 42.6 
軽井澤

相 川 45!) 570 4.8 4.0 -32-9 -21,l +13.9 I 12.9 

鳥取市に逹 L た ．一方本間字技師及び嵩木坦技手は因美線にて l 3 日朝島取市に達 した ．以下に各

地の地護の惰況を報告する ．

l 2 日翌岡測候所に立寄る . 11t 崖では地程は雷用中rrc 起つた為 ．地鳴•の有無は不明であった ．初

め上下動と 共\'ユ家屋南北にゆさ ゆ さ と 揺れ . 5'& 秒位にて東西に椛れた ．餘 褥 は 既 侭 2 • 3 0 
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馬取地蔑概報 2.0 

岡感 じ ．記録さ れた ものは 1 0 0 同を超えて ゐた ．初期微動繊箱時間は4 . 7 秒程度のものと 1 0 

秒程 度のも のと 二組 あ つ た 1 ., 時 3 7 分の主震の捩動が止まぬ内に 4 ., 分に微少の第喪 .'4 8 分

に中程度の餘要 , 5 3 分に小餘巽が記録されてゐた ．局部的烈案では 1 0 分程 して 第1 餘委が 発生

する楊合がよ く 見られる が今度 も其の例l/C.'h れない ．

此魂では石本式傾斜計にて地表面/)傾斜喪化 を捩測 してゐた． 南北成分は比較的平静であつたが

東西成分は西へ積年坦化を してゐf こ． 此の積年坦化は時 止々まつて多少束へ傾斜す る事があつたが

3 月の地後 の時は 1 月頃か ら西への稽年愛化か止まつてゐたが地雲の務生 と共に再び西へ傾 き始め

た． 斧同の地要の前は8 月1 5 日頃よ り西への傾斜か止 まつて居 た．以上の傾斜坦化は記録を取寄

せて何の程度地要 と隔係があつたか調査する探定であ る．

鳥取駆にて地語を絆陰 L た豊岡測候所員の談に依る と ．膵待合室に坐つて 居たが列車の入 り来る

様な振動 と共た激 L( 椛れた ．急いで立上 り たる ホ倒れ ．起上つて走っ たが又倒れた ．餘廃毎に焼

けた家崩れて火の手が上った ．家が倒れて道路をふさいた為 消防自動車逍れず ．防空i 資習の時の如

（ バケ ツ送 り を やつた . t 岨濯 雨中なる も特別の光り を 見た者がある と の事であ った ．

香住 地嗚は微か たあつた →時計止ま り ．棚の もの邸がっ た程度であった ．海岸異常な L • 

居組 縣の東方の隧道の出口で鐵通の小屋の屋根瓦落ちたのを見て 諾災地に入 りた る感が あった．

居組迄の途中は家屋の被害認められず 。居組の家屋被害癌微 ．木~:fl: の屋根に載せた石落ちず ．海

岸異常認めら れず ．

陸上 家屋被害笹微 ．井 戸i 蜀る ．海岸異常な し ．陸上よ り小刑尾侭至るi 毎岸道路の南側の崖ょ IJ ( 

落石所々あ I) • 

小初尾 海岸異常な L. 小刃尾の西方の隧逍の出口附近で鐵道築提崩れ修理中 ．毎度 V • 

浦百 家屋,]~ 招す . /If 沿ひの道路に小他裂あ り ．漿度 V • 

新井 被害軽微

本庄 橋の椙］干破壌す ｀士巌の壁の脱落及び家屋小被害あ り ．鐵逍線路が槃堤の沈下の為に曲つ

た所あ り ．浦窟 も本庄も家の壁が剥脱 L, 極めて粗悪の家が少 し傾斜 し ．塀か倒潰 した程度であ る ．

葵度 V • 

到醜峠 崖崩所々あり ．

新厖部村 細Ill よ り逍路組裂あ り . Ill や田に沿ひて江 り落ちた為の他裂 ．或は雨側が低粗地に江

り 落ちる為に生 じた道路に平行の姐裂多L • 道路に直角の組裂はまれであつて坂道 で雨側が月 の楊

合侭見られた ．其の様た場所では陥没 L た穴も見 られた ．

海士 家屋到壊著・し ．水流っ緑の家屋の被害は特に著 L ぃ ．之は崖や土地力ゞ 崩れた り ．姐裂を生

じた り する 埓である ．小學校も /If 侭沿つて建つて居たが著 L く破損 L てゐた ．
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多鯰ヶ 池 池の東部 と西部に殷崩著 L く道路を ふさ ぐ ．

姫新線沿線 碑 ・ 東癖 躙 ・板 害な し ．震度 111-1¥. 
、9 

播 磨新宮 ． 西栗栖問 所 農々家及び
這 (/)壁剥脱す． 震 度 l'f, 

三日月 墜に可成 り (!)砲裂あ り 展 度V• 

播醗 久 ．美 作江見間 荏度 lV. 
傾 け る家屋 あ り． 岬 では瓦の脱落 あ り．

林 野 ．膀間田 ．津II 澗 壁Jl 剥税各庭にあ り

因美線沿線 津山 ．智頭間 家屋の屋上の石顕落せず．
要度 1'T. 

智頭 ．回 翻 間 慕石
5 個中 1 萄 倒る ．痰度 1V. 

麟 ．國饂 瓦は大部分剥晩 稟 度V. 

廊 家 ．津 ノ井間 郡家認岬 室 の外部 コ ンク
リ ー ト細 は木部 よ り 全落す ．路線寄 り のホ ーム敷石

は路線上に大部分顕洛す ．郡家 t[C. て は地喝た し
．郡家を過ぎて 家屋の傾斜 ．瓦 噂 麟 心 あ り ．

煉瓦浩 り の湮突J:. 部 5 分(1) 
1 落つ 慕 石 9 割倒 る ．．震度V. 

津 ノ井 鐵道線路の東側の家屋殆 ど鐸 ．
山手方面は被害少 （ ．路線に近ぃ 平坦地に多い ．地鳴

あ り ．

面影 被害軽 し ．．饂 v. 

烏取市 戸敬 1 O 4 4 4 戸中全潰 5 6 9 0 
戸 ．半潰 2 9 19 戸であ つた ．市 内 1 2 ヶ 所 よ り火を

発 した 為侭全燒 2 4 
7 戸 ．半燒 1 6 戸を生じ た ．死者は男 2 8 7 名 ．―

女 5 6 1 名で合計 8 4 7 名 で

ぁ った ．日本家屋の倒沼に依つて は普涌全洒 1 1 戸に射 して
1 名の死者を生ず る割合 であ り ．男女

⑫｛衣る死者数の差仕 無い(/) であ るが ．今阻］は火災を 登L た と は云へ全潰 り 平 酎 して 1 名 の死者を

生 じ且女(/_)死者数が男の死者敬の 2 倍に及ん
だのは家屋の領渋が極 めて 早か つた為 と 思はれ る ．今

問(/)激葵地に営 る氣・尚郡では全渋 1 1 3 7 巨 ．頸 1901 戸 ．全焼 7 戸を 出 したが ．
死者は全潰

1 3 年 射 して 1 名(I) 割 で男女侭依る差異はなか つた ．
鯰 男の死者 4·o 名 ．女の死者 4 8 名 ．計

8 8 名であっ た ．

繹 市内で も久松山 （疇 岩 ） の欝 の山手方面では家 屋の被害は下町に比戟 L て 著 L< 滉少であ
ヽ

っ た . eu ち下町の家屋は 8 割方全浪 して ゐたが ，山手方面は 2 割程度の全潰 家屋を 生 じた に過 ぎぬ．

下町侭裕いて は東昼治町は完全に破壊 して 巾 環 程 の道路を 雨側か ら塞いで倒れて ゐて
1 部は全

ヽ
閃 して 紐 家 屋は道路侭面 L て 柱や壁が少ない為侭強度が弱 く成つて ゐて 道路 側 に倒れた ii,(/) と

息はれる ．電任 げ俄沿家屈の総い遠路 の雨側か ら 倒れ叫 て 砒 ．吐の道路 の向き は N 6 0 
•w- 

S 6 O O E であ る ．市内を 流れる袋 川は南東よ り北西に流れて ゐるが ．此の沿岸に沿つ
た枡悪た家

知 紐 して みた ・一般侭北西ー南東方向の道路応沿つて家 屋被客甚 し く ，北東一南西方向
の道路

． 廿比 較
炉 翫ブ ては被害か 多少軽叫 がである ．後者の例 と して 瓦町よ・り 縣應に向ふ家曲 には全壌家屋か
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的少なかつた ．屋根の上の下安定た看板も無事であ った ．従つて 島取市に於け る捩動方向は北東一

南西であっ た と去ふ人もある が ．袋 111 の流れの方向か ら も推察さ れ る様に低瀑な較弱地の方向及び

地下⑪ 虚 の方向が北西一南東方向であら う と 思はれる ので ．家屋の被害状況か ら全般的な・根動方

向を推定する には充分な注意が必要であ る と 考へら れる ．尚下町では大型建築 物 ． コ ンク リ ー ト壁

｀ を使用 した同牒海 の家屋及び土蔵等は比較的無おであっ た ．吉方温泉の泉源井は深さ 8 5 尺乃至 9 

〇尺 で硬い岩盤に逹 L て ゐる と の事であ るか ら下町 (/) 沖稽陪の原さ は 3 C 米程度 と 考へ ら れ る ．従

つて 地簑動の振動は比較的緩かであつて二階建 の家屋か共娠 L て被害が著 しかつた と考へ ら れる ｀

尚鳥取市は出水多 き為コ 渚建の家が多かつた と の事であ る ．

山の手の龍峯寺 四墓地に於け る慕石は 水平加速度 2 5 0 カ九 程度で倒れる と思はれる ものは皆倒

れて ゐたが 4 0. C ガル程 度で-IJ:i! れる ものは倒れなかつた ．山の手の縣社長 田神祉 の花滴岩の烏居は

柱の高さ5 米で 2 柱を連ねた方向は NBo•w であつた．が ．笠木は tl 6 0°E の方向侭 2 米程錨れ

て落ちて ゐた ．之か ら柱の上端 に於け る 水平迷度を求める と 211½.LG. と成る ．

市 の西部を流れる千代 川[IC. か ヽつてゐる千代探及び八千代柄附近の堤防並に河床には地割れが著

しく 右岸の畑地の他裂及び八千代栂の東口附近の河床 の鎚裂か らは水と 砂と を哨いた ．尚千代掠の

西口の川下のJI/ 岸 f/C2.3 條の長さ 2 0 C/ 米 ．幅 4 0-5 0 栖程度の組裂か ら 盛に 水と 砂 と を哨出

た と の事であ る ．千代橋の手摺は高さ 8 3 糎長 さ 1 5 4 栖の小匿割が 1 0 個づ ヽ大謳劃を作つて

ゐる か 1 比の匿切I が頴倒方向を 互匹交替 さ ぜてゐた のは興味を 引に た ．．叉その河床匹頴落 した もの ヽ

中で最 も 遠 くへ飛んだのは北方へ 3 米程 であっ た ．橋脚の嵩さ は約 7 米であるか ら揺の上部の水平

速度を求める と 2 . 5 加／心 ．と 成る ．八千代橋は 雨岸 が崩れた為に橋脚が 1 部傾鉛 して基部に岨裂

を生 じた ．

市内の井 戸は濁つた程度であつたが ．縣慮褻の井戸の水位は平常は地表面下 2 米程であっ た のか

裳後地表面J:: 5 0 糎に上昇L た と の淮であ る ．

鳥取森の南東 5 0 0 米程 の地射で鐵逍線路が 3 箇所 水平に屈曲L て ゐた 波形の波長は 2 0 米程度

で牛振憚 ゴ綬大 1 2 ? 糎であっ た .-1 彫の線は輩線であ る が ．際樅内に於いて も屈曲 L た箇所があ る ．

夫れ1/C 沿った樅 内線 (I( は異常が無かつた ．従つて吐の稲の屈曲は遠方よ り の線路沿ひの歴縮に依 る

も の と思はれる ．

鳥取市 ．糊山間 湖山に至る 鐵道線路は藪箇所上下に限曲 して ゐた ．之は 川岸 の崩壊築堤 の沈下

に依 る もの と思はれるが 、鐵揺や邪漑用の小 1111/C 掛つて ゐる ア ーチの上は必 らず持 ち上つて 居た ．

線路全陸の加焦か ら見る と揺 の方が上昇 して ゐる禄に見え るが築堤の方が全般的に沈下 した も の と

思は れ る ．築堤の雨側は大部分水田であった ．橘の附近の線路(/)上下 の移動は 2 0 - 3 0 糎程度で

あっ た ．之は痒 が辻 り落ちた毎であつて其の~'!C.ffl; 脚 (J 湛蹂和が 旧好り の面 （岸に面 した 部 いな反射

• 
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側 ） に砲裂を生 じて居た ．

湖山 測候所は建物の外鄭は大控異常なき も
．屋根瓦は l 落 L 天井の漆喰は盛 〈 落下 L た • 発濤

後所員一同戸外に避難 し終 り
た る直後天井の漆喰が落下 した ．崖が崩れ ．睛 雨計取附用柱が南方ヘ

岬 して 1 5 日午后も尚條斜を授けて ゐた ·

詞 麟 峠 醗 異常た し ．家 屋の被害多少軽 L- 

紺村 砂丘に紐裂多 し ．濱村は砂丘の麓にあ
り 家屋の被害は相営侭あ る ．勝見の被害 も 同程度で

あ る ． ．

汎村 ．上井問 斉谷町を除 き被害軽 し ．壁の抱裂さ へ
見えぬ所 も多かつナ：：. Ill 岸 ． 水田の緑の道

路には槌裂生 じ家屋の半壊 もあったが水流よ り離れた
所及び小尚い所 では壁に編裂が入 る の力遠 ぃ

ぜいであつた . 1 0 0 カ加程度で倒れ そ ")
＾ な詞 の立つて ゐ る所 もあ つた ．

鹿野町 今市 ，橋向 ，鹿野町の被害は同程度で
全洪 2 割程度 ．鹿野町 の井 戸にて 地葵 の敬 日前よ

・ り コ. - コ· - 音が開えた ．

俵原 三朝川の上流の俵原は 7 戸程 しかないが全滅 した 。

.. 

ヽ

東疱川 松崎の南方東瑯川匹沿ひて崖崩れ著 L. 〈 Ill を 5 米の厚 さ に埋 めて 一時上流に池 を生 じた ．

小鹿 川f/C も崖崩があった ．

｀倉吉町 工場の煙突破捐 して 中途が落ちて 上部が直接下部匠載つて ゐた ．

岩疇 山 鍍山の沈澱物載積場力決 消 L て 行方不、明 4 7 名を・出 L た ．

断 用 及 び 附 近 の 被 害

断暦は二條発見された- つほ鹿野町の南 西々 2 粁の山中よ り 東北東に延長 7 • 5 粁に及ぷ もaye 

あつて ．水平侭は北倶IJ が東へ江・つて居 り ．上下には西部 の 5 粁程は北落ちで あ るが東部は逆~ 南落

ち と成つて居る ．上下の喰違ひは 2 、0 - 3 0 糎であ る が水平には 1 4 0 糎に及ぷ移動か見 られた ·

鹿野町の東南の未用に於ける道路は切断さ れる事 な く 9 米程 の漸移帯が気つて 結 局 1 4 0 酒 の横江

りが見られた ．未用の家で断暦の直上に常った も の もね じれて はゐ る が倒潰 して ゐ なか つた 。未用

附近の揺及び 1 粁程北方の揺 も共侭断柏 付近である のに被害が無か天 ．従 つて 断暦運動は地下数

粁に於いては激 し 〈 と も地表 面l'C 現れた剖の蓮動は比較的緩か であっ た と考へ られ る ．第二四斯層

は吉岡の西南 1 粁の地貼よ b 東方に延長 5 粁程に及ぷ も ので あって 鹿野断暦 と 同様北慨が 東へ般大

4 0 糎辻 り ．上下代は北落ちで紐＊如 1 5 栢であ る ．鹿野断和の東半部及 び上記の吉岡断1 付は地

震絣究所の調査侭依る ものであ る ．尚吉岡噺暦侭接 L た 三山 口の被害は比較 的軽少 であつた と の事

は地笞が良かつた玲で ＂あるが地表面での断竹運動が緩かで高つた事｛℃も依 る もの ど考 へ られ る ・

晰暦では無いが正條村の砂丘代は東西侭 1 0 O 0 米 ； 南北l'L 6 o o 米 の二條 の著 LV-> 籠裂が あつた・

温 泉 の 異 常
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三朝溢 泉 ．松崎沿泉は異常が無かつた ．吉岡温 泉は濫度が上昇 L た と の事である ．鳥取市の吉方

濫泉は竪井によ り吸上げて ゐる ものであるが地裳後は 水位が 2 0 尺程低下u 釦度 水低下 L て ゐる様

である ．兵庫縣下では城崎温泉は嬰化が無かつた ．湯村濫泉に就いては堕岡測候所の調杢に依る と

地震 と 共に涌出停止 したが 1 2 日正午よ り涌出を始 め段々と紹状態に恢復 L て ゐる と考へら れる と

の事であ る ．尚岡山縣の奥津i 雌 は地裾前の泉温は 4 0 • 5 度であつたが地廃後 1 度上昇 L て 洒出

饉は 2 倍 と 成つた と の事である ．

海 岸 線 の 異 常

海岸線の異常郎ち隆起沈降等は認められなかつた ．斉谷町附近の岬て於いて過去に 3 米程上昇 L 

た跡が見られたが今同の地梃に伴った異愛は無かった ．賀鋸港の北方の烏ヶ 島侭於いて も上昇沈降

の跡はなかっ た ．津波は何鹿で も認 めら れなかったが ．宮津観測所の伶潮綬記録vr.i 津波の跡は認

められなかつた ．

除 褥

1 2 日夜豊岡にて孵鍮 した餘窟は需度 111 程度であった が ．一寸 と上下勁が あつて南北に緩 く数

同椛れてぱたつ と止まつた 。地嗚は伴はなかっ た . 1 3 日夜木庄附近l'C て 北方の海の方か ら どん と

云ふ地嗚を 21 国聞いたが海士附近では東方の空か ら 3 同雷鳴の如き地鳴を 聞いた ．同日烏取市の瓦

町にて は有感地震極めて 少 な く地喝を 問か なかっ た 。之は下町の軟弱地であ った 為と 思はれ る . 1 

4 日湖UJ の測候所にては有感餘裾薮I 因あ り地嗚を伴っ た上下動が 2 秒程 稼き 藪［国水平に揺れて 止ん，
だ ．展源が極めて近い事を 思はせた ．箪爬地 嗚のみの も のも数同あっ た ．湖UJ よ り 鳥取市に至る間

の平地では北方の海の方か ら 2 同地嗚を 閣いた ．鳥取市山手の龍峯寺にて は 2 0 分に一同程の割で

餘展ぁ lJ , 1 - 2 秒間地鳴を聞いて短週期の振動 第 3 圏 ．烏取測候所に於ける 9 月中
の有感除君同敷

があつた．
roo"', 

湖山にあ る島取測候所には地震計 の設備が無か

つたので渓後窟に強感に依 る餘 震穀測 を行つた. "40'' 

l 0 日の餘 複数は2~3 同 , l l 日の岡敬は 484 

同 . l 2 日は l 6 9 同 , l 3 日は l 2 ? 同 14 日

は 5 0 同 と減少 して 9 月中の穂政は l 3 2 5 岡で

あつた ．

次V(l 0 日l 8 時よ IJ l 8 日迄の 1 時間毎の地

裾同敦を表示する．

尚 9 月中の J.8 毎.q~ji 命第同徽は圏示 してあ るが

之に依 る と餘嚢は順調に減褒 してゐ る．

＇，，
ヽ

300 

200 

IOD 
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鳥取測候 所に於 け る 毎 時有
． 感餘葵 司敬表
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程 別 褻 窟 時 震 央 地 名 束 程 北 怠

日 峙 分 度 度

頸 （主委 ） 10. 17. 37 島取 →烹在郡野坂川中流坂 134,2 35.5
租 10. 18. 05 忌取 —三朝）り上流 134,0 35.4

和 10, 18- 32 鳥取 ー,小]ヽ 厖llli 附近 1ぅ3.9 35-4

頴 10, 22. 36 鳥取 - JILi::.流 134-0 35.4

艇 ll. 10. 17 鳥取 ー倉吉附近 1ぅぅ .8 35.tJ.

小 10. 18. 0ぅ 鳥取 —岩＃附近 134,4 35.5

小 10, 18, 2ぅ 鳥取 ー斉斜 付近 1沖 ..o う5.5

小 10. 1s.·25 鳥取 —泊附近 13う .9 35.5

小 10. 2ぅ . 2ぅ 烏怠取取三三初附近 133.9 35,4

小 u. oo. 24 - i白附近 133.9 35.5

小 11. 01. 29 ．＄取.,;'河原附近 1坪 ・2 う5.4
小 11. 01. 茄 鳥取 - ::::図山附近 134 ・1 35.4
小 11. 01. 46 ＄取ー鹿埒附近 134,l 35.5
小 11. 02. 35 島取 ー野坂川中流域 134.2 35.5

小 11, 07, 24 烏取 ー小鹿附近 133.9 35.ll-
小 11. 08. 00 烏取 ー演村tけ近 1}4・1 う5.5
小 11. 08. 4} -~ 取 —小帷附近 133.9 う5-4
小 ll. 08. 47 島取 ●廃野附近 ‘ 1}4 ・1 ぅ5.5
小 _11. 09. o:i. 烏取 ー小咲Jり上流域 134.0 35.i.
小 11. 09. 53 鳥取 ー小鹿附近 133.9 35.4
小 12. 05. 40 島取ー三隈山附近 1う4,0 う5.4
小 12, 09 ・ 32 島取 一小釦 IJ上沈城 133.9 ぅ5.4
,]ヽ 12. 10. 40 烏取 ー泊附近 13}-9 35.5
小 12. 10. 44 ん取 ー介吉 附近 133.s ぅ5.4
小 12. 22. 17 烏取 ー・八東 1}4 ・3 35,4
小 12. 23. 20 鳥取 ー青谷附近 134.0 35.5
小 13. 09. 25 兵麻—溢泉附近 1う4.6 35 •.5
小 14. 04. 38' 秘取— 脅谷附近 l}i..O 35.5
小 15. 15. 22 島取 一三図山附近 1}4 ・1 う5.4
小 15 ・ 19. 31 烏取—若捲附近 1}4・4 35.4
小 21. 14. 50 謁取ー河原附近 iy. ・2 う5.4.
小 23. 21. 51 .!~lfよー念吉附近 13,.8 35.z.
小 24. 03. 16 島）ri- 河原附近 1}4 ・2 35.4,j ヽ 28. O?. 18 鳥取 —天神）II河口 133.9 35.6

各地 の地 簑 鄭 I）を 穂 合す る と 9 月 中 の餘 裾 は控 計 l 5

9 0 同 で あ つ た ．有 恕 繹 は顧 著 地渡 2 岡 ．梢 々顧 粥 他

震 環 ．小厖 域 地 窟 2 9 同 ． 疇 地 器 1 2 9 1 同 で 合 計

1 :3 2 5 同 で あ り ．他は 無 ！感地楼 で あ っ た ．其 の 内主 た

地箆 の発 鹿 痔及 び概 略 の矮漉 地は 次表 匹 示 して 吝 る ．

餘 器 の震 源 地 は可成 り 躙 環 口分 布 して ゐ る が ．主 と

して 本腰 の西南西 方 面侭 接生 して ゐ る ．卸ち 野 坂 II/ O)上

流 域 及 び 天紳 /1/ の上 流 の三朝 II/ • , ]漉 川 ．加 茂 JI/. 竹 田

Iii の流域 に 発生 ~ て ゐ る ．其 の他 侭青 谷 町 附 近 ．倉 吉町

附近及 び鳥取市 附 近 侭 i、登生 L て ゐ る ．附圏に は 1 0 日

侭 務生 Lた 主 な 餘 震 の概略 の位 置

を 主 と して 6付近 測候所 の初 期微動

時 開か ら 推 定 Lて 示 して あ る 。

地喝

主 褥 に伴 っ た地喝 は 窟 災地 では

殆 ど詔 めら れ な か つ た ．之 は地 動

穀 靱 釈 か 遥 紐 1 の振 勇）］が

少 な か っ た 為 と 思 は れ る ．震 災地

を 離 れて 岡 山 ．廣 島 ．島 根 ．兵 庫

揺 井 ．滋 賀 ．奈良 ， 三重 の 各縣 下

及 び大 阪 ．京都 の 各府 下 等 （疋て 地

嗚 を 11~い た 箇 所 が あ る ．地 嗚 を 聞

い た 箇 所 の 分 布 は 短 遡 期 振 動 の倦

播 並 に 発生 紀胸嚇 Lて 興味 あ る 事

と 考 へ ら れ る ．

悛 光 現 象

今 厄｝の地 要 は雷 雨 中 に 発生 L た

為 に 登光現 象 の有 無 は 殆 ど不 明 で

あ っ た ． 只一 つ 鳥取 市 の南 2 粁 の

面影 に於 い て 光 を 見 た と 云 ふ 人が

3 名 あ つた ．始 め 赤 色 で あ つた が
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北方・ヘ飛 んで海に入る際は黄色になった と の卒であ る ．発光現象('L 胞 しては意見謳々であっ て確た

る事は分 ら ぬ状態であ る ．

地 方 氣 象 管 署 の 叡 告

測候所及び管内穀測所に於ける地褪動に胴する記事中 の主な る ものを次陀列記す る ．

米子地方氣象台 市内の各所侭石燈籠 の韓倒商店 の窓硝子 の破損 ．鼈信混線 ．電柱支線切断等

が あった ．尚市内の一部に埜及r 只む乃落下があった ．

松江測候所 器内の水抵出 し ．一部侭壁 に砲裂を生 じた所があつた ．座 り悪い器物 （ 本箱 ） は

倒れた ．

豊岡測候所 電話 ；電信 ．電鐙線一部切断 した ．

岡山測候所 地喪前遠雷の様た地鳴があった ．士載の墜刻落 Lた ．水桶 の水大半溢出 した 。

彦根測侯所 井 戸水の湧出巌の増加が各所にあった ．本所の井戸水は特 に著 しか つた ．地喝は

風墜の様 であっ た ．

洲本測候所 防火用水は溢出 し ．壁 に磁裂 の入っ た所 も あ る ．

高松測候所 器物 の棘俄及び屋根瓦の落ちた もの ．柱の傾斜 した もの ．石燈籠 の上部が領落 L

た も の等一部にあった ．

津山測候所 鍋山城石垣ぶ崩壊 した ．

岡山測候所匿内に於ける主なる事項

行方匿内職濶所 士地 の亀裂 ．石垣の崩壌があった ．遠営の様た地鳴を伴っ た ．

奥津匿内観測所 土地 の複裂 ．山崩があった ．遠雷の様た地鳴が あっ た ．

松江測候所匿内に於け る主なる亭項

平田園内蝦測所 南方に面 Lて ゐる粗造な障墜に穐裂を生 じた ．屋根瓦敷枚落ちた ．姪 突折

れた •

憲桑匿内叩 痴 座 り の怒い器物南へ倒れた ．南方へ面 Lた石碑痢方へ倒れた (2 0 荼 ） ．

石焙 2 箇北方へ倒れた ．煙突上部南方へ潰倒 した ．

． 安来夏 内観測所 座 b 悪い器物東方へ倒伏 ．液翌 東西方溢出 ．南北方へ面 Lた粗造の墜に横

に値裂が生 じた ．どん と云ふ強い地鳴が東方か ら 聞えた ．

地 震 概 況

嶺 家屋を生 じた烈震匿域は海岸に沿つて 長 く延びて ゐて ．東は大岩村か ら 西は齊谷町に至 る 3 

0 粁 の範圏であ h 南方は鹿野 ．津 ノ井村1{C 及ぷ南北 1 2 粁の範困であつた ．以上の烈震地 内で の

漢度は家屋の領没 ぶ口石の樟倒の状況等 ょ 1)200-:soo ガル程度であった と考へ られる ．邸取

市の下町は軟届地盤の為に 4 0 0 ガル程度であった と考へられ る ．各市町村 の被害 の概況を次侭表

[4 

-̀
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2'7 旦

示す る ．

地表侭現れた断用 は鹿野町

附近の延長 7 • 5 粁の もの と

吉岡町附近の延長 5 粁の もの

と二條であつて雁行 して ゐる

喪椋地は之等の断府に接 L た

野坂川中流域の地下 1 0 粁程

の箇所と 推定さ れる ．結局楼

源地を中心 と して 直径 1 0 粁，

深 さ 1 0 粁程度の地殻が可塑

性愛形の生ずる 1 0 一斗 程度

の弾性歪 を生 じて ゐた も のが

断肝蓮動に依つて歪力を開放

して 地梃を幾生 L た も(/) と怨考する次第であ るが ，有感範園 (I) 半径が 4 5 0 粁 であ る事か ら 水大過

無 き事 と 考へる次第であ る ．糊柿岡地磁気設測所に依穎 して窟 災地の磁気測景 （ 垂直磁力偏差計を

使用 ） を施行 した · 其の結果に就いては湯村技師の報文を琴照せられた

市 町 村 名 戸 数 全沿家屋 半 家屈詮 燒家屋 死 者 侶 者

島 取 市 l 茫 l 5690 2919 2Le7 847 

鹿 野 町 550 78 287 6 う5 

勝 谷 村 250 95 109 4 10 

瑞 秘 村 216 10 60 11 

逢 坂 村 う15 4-2 193 2 2 

咽 谷村 250 2 11 う l 

寄 谷 町． 718 '5 う 200 8 ，
．

明 治 村 375 7 230 

吉 岡 村 300 109 65 

正 條 村 500 21 24-5 う B 

湖 山 村 52 -250 1 7 53 

末 恒 村 夕 140 

．
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地 凌 断 暦 に ,00 す る 報 告

技 師 平 野 烈 介

今同の地哀に脳 し鳥取縣氣高郡の北西部に重貼 ある を感 じ其の地域e 踏査 を命 じた る技手岡田貞

男よ．り鹿野町地内に断暦ぁ り と の出先報告あ り しを以て直に現地踏査せ しに別紙略固の如 き地猿断

輝 現 し居る を確認せ り ・

郎ち鹿野町街地匿の南方 1 粁 を横切つて西徴南よ り 東徴北に走 る ものに して其線 の北俳］が 1 尺内

外低下 し且つ2 , 3 O 糎東へのずれを も露呈 し居 り其裂線は山峡 ． 山腹 ． 丘岡 ．水田 ．道路 ．峠 ．

河の護岸等を貫き て延長 4 粁 の直線 を なす ．附近地域の家届又は地物の倒れ ．又は振向 き は閾 に記

示する が如 〈 概ね南に向ひ居れ り ．

而 して鹿野町の北々西 2 粁餘の勝谷村宮方なる勝谷図民學校附近 の地物は ．其の要跡が地動方向

を明瞑に説明する もの ヽ如 し ・

@II ち該校四隣接する加知禰稗iiit 境内なる花商石造 り の新 ら しき石燈前 は底面 ワ尺正 方高さ 5 尺頂

面 3 尺正方に借築 したる堅固な る礎石上に底面 3 尺正方隔さ 3 尺頂而 l. 尺正方の整形安定の脚石を

立て其上に 3 尺正方 （ 限 さ 6 寸 ） の托盤石 と l. 尺 5 寸立方の燈盆を載せ其上に 3 尺 5 寸正方の屋形

天蒸を伏せ其l 頁上に約 4 - 5 貰 目の 坐 り 良き石賓珠を載せた る も のなる が此雄大 な る石燈桶 は先づ

賓珠 を南々束へ約 8 尺捷出 し次に之 と直角方向 （ 西南西乃至南~西 ） へ天蓋及燈 倉 を振落 し其次に托

盤石を其反新北東方へ振落 し ，其次に重心極めて低 き脚石 を約 4 5 度右廻動せ しめつ ヽ南西へ l. 尺

餘 も滑動せ しめた り此廼動は南西i!i/J が脚石を倒す最易操作な り ．

右 は一見 RJJ!llf に此地委の最初の衝撃が南 々束に向つて強 く起 り次の瞬間に現れた る主要大勁描 が

南西 —北東な り し こ とを示す證跡な り．添附の篤 浜は其南北雨面よ り 撮 り し ものな り . •

思ふに此重 き賓珠を 8 尺 も南方へ拠出する総には被器最 初に地盤が南へ急激傾動 し ，珠の底面を

含む水平軸に大なる偶力が作用す る力涸とは北方よ り射出する上動 （ 第ー動 と は限 らず ） に依 る の外

なか るべ し 北方よ り の下動ゃ 南方よ り の上動 ならば挺出な らず輯落に過 ぎざる ぺ し • I 而して急激

傾動 な り し と考ふるに都合 よ き別例 あ り ．

~o ち断暦 の東端 ．洞谷奥へ越す峠上の断暦 よ りj~ 勺 5 0 米に石佛 あ り ．之は等身大の座像に して

重心甚だ低 く 其褥は直平方形の石盤 な り．此石佛は元北東に向ひ居た る に褥諸共左に 4 5 度 ＼・ら ゐ廻

動 しつ ヽ南方へ尺餘 も滑動後退せ り ．之は晰用の低落地に近き場所 なるが故 な ら ん も地盤 の急激傾．

動を 明示す
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鹿野町噂 屋や地物の傾倒振向きが皆南なる は此急傾動 に依る
ものな ら んか ・之に比 し 2 粁 も北

に寄れば主要大動揺は東西又は北東 —南西な り し
こ と前記勝谷村のみな らず之 に隣接す る 瑞穏村 も

逢坂村 も皆揆 を一にする を見た り ．勝谷小學校庭の忠魂碑の如
きは底面半米平 方高さ 3 米餘の角石

柱に して蚤石は自然石なる か激 童心高く 不安定に して主要大描れを待 たず ，初動によ り先づ南へ倒

る ヽ こ と 明かな り加之 も幾分拗出形跡あ り ・

別に技手泉善姿 を して鹿野町西方の探索を命 じたる に殿村部落の東地匡 （ 鹿野町街地 謳の西 l 粁）

な る浮電寺裏 の小山 （地抜 '5 0 米樹木密生す ） を哉 り て大な る地裂 あ り ・其割 目の北側は 5 寸程低

く な り，裂線は山の暉裾に達 し水平には約 3 5 0 米の長さ を有 し其東端に＇滋る寺院の倉眼 は北に傾 き

居 れ り と復命せ り · 之 と前記の断暦 と の閥係は詳かな らず ・

← 第 1 菌

家 屋 佳i I 汎率 圏

↓
第 2. 圏

鹿 野 断 居 略 囮

↑印 倒 頃 万 向

I 如が •.

月 1 

• 、,‘苅 仔
,'. 

— ← M<. .,' 

ダ5 

3;• 
-z ヽ:s ,;~·J' 
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断用附近の要災状況は下の如 し ·

戸敷 全潰家屋 半阻家屋 死 搭 泊家率

鹿 野 町 550 7~ 287 6 35 40 

勝 谷 村 250 95 !O';l 4- 10 60 

瑞 穂 村 2.16 10 60 I 11 l'1 

径 坂 村 315 42 l':J う 2 2 呼

日 置 谷 250 2 113 1 23 

脊 谷 町 718 53 200 8 ， 21 

明 治 村 375 7 230 う3 

吉 岡 村 知 109 65 6 6 4-7 

正條 村 500 21 245 う 8 29 
． 肩

左表 の没家率は全没数に

半没数の半分 を加へた もの

の全戸勲に劉す る百分率に

して之を闘示すれば勝谷村

と 吉岡村の多災地中間に少

災地瑞穂村を介在す る こ と．
注 目を引 〈 大 災地鳥取市は

吉岡村の東方に裳 る ・東方

は軟弱地にあれ ど多災地が

細 を な して東西に亘る こ

と注 目に値す ・

／
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海岸附近及び晰暦附近の詢涜 概報

技 師 本 問 」て 作

青 谷 附 近

井出方面 橋の破損は雨岸の土崩れL 為な り
• . 井出附近の鉄道北側の道路組裂及び崩壊 （東寄

耀 著 し く西寄 り では崖下の家 も被害なき程なり
) ．又鐵道の盛土 （延長約 6 0 0 米 の砂質度 ） が

．
南側の田の中に江 り 出 してゐる ．附近 の絶壁は往時 3 米位上昇跡 （ 貝

や録の孔の如 き ものに よ る ）

あ る も今同の地擬に戦係せろ異愛な L 

井出北方砂液中に も組裂等な し ．

嘔 L 附近や背．谷西側の山の麓にて も上昇崖崩れ等を見ず 、

苛谷方面 町内の破損極めて著 し 墓 地の祉石は東西に1 紺l れ し もの多 き模様 な り ． しか ろに牛- 
島部に入る や被害全 くな 〈 夏泊漁村に て も崖端の極めて柱末な土痘J:.VCff り し家屋にて も全 然被害

な L- 又附近の新崖上の慕石も殆 ど俊れた る も のな し ．其の他上昇 ，沈下の跡 も全 く な L. 

鹿 野 附 近

溶村 ー加知弼帥社間は中団 ，

木梨附近にて小）II 沿ひに道路

の小甜裂 ，棉 の破損 （雨岸崩

れ L 為 ） あろ も大 した こ と な

1..... 加知涸紳祀の石燦の倒れ

方等に ついて は平野氏の報告

ある筈 。この附近の図民学校

役楊 ，住家には被害な く ，附

近の石碑に東及び西に位l れ L 

もの各 1 壷 あ り ．

西方 ，下原 ，含下 ，田仲 ，且 原，仮里等は何れ も西方,ir1 咋 り 、へ ，その前な る 為 ，道跨に面L 

て傾け る 家あ ろ程度 ．又田が低 き為道路に小緞裂ある庭 も慮々にあ り 。 ．

但 L 飯里にて極めて軽 き納屋の如き も の,~ して北方に傾 き た る ものあ り ．

麟 村附近は道路が新開のものな る為慇 々褪裂あ り ．

山室附近に傾斜家屋は主に道に而 し東西なり ．

，今市は北は割合破損程度小に して橋 向ふに近づ く と 急に被害大 と な り ，蒔足な ろ家 な し ．橋 向は

第 1 囮 鹿野断層 未用の逍路に於け る状況

，キ
」

ツ

9

,
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猜足な家殆 どな し ．

鹿野町にて注目すぺ きは東側の）,,の東岸は破害ずつ と少 く ，木椋 2 つも被老な き こ と な り ．

之に反 L 西側鹿野大橋 （ コ ンク リ - 卜） は被害を受けた り · この橋の両端にて道路の砲裂 を見ざ

ろ事 も珍 ら しい ． （護岸施行良好なるか ？）

橋の脚に封 し崇が約 l 5 糎上流側に移動 し ，）,,下の脚には破損せぬ ものあれ ど も ，)II 上方面は全

部上端が破損せ り · 其の他橋の南側の柱の狙蒋が注 目さ れた り ．

下 石 附 近

飯里南部よ り 下石に向ふ道路は異常な き も ，その束端は逍路の雌裂及 び崩壊 あ り・．と ヽは時々崩

壊 L た形跡あ り ．このす く凍 方に切通 しあ り ，その南側に大 きな崖 崩れの跡あ り ．之 は今 同の地獲

これよ り 東に溜池ち り て ，その岸に到 じ道路がずつ と 高 くなっ てゐる が ，斯

様 な時に起 り 易い土の崩れがない ．又道路砲裂 もな L( 赫土な り ）• • こ ヽは断暦の疑ひあ り と の こ

に拙係 な きも のな り

と に梢査せる な り ．

正 條 村 の、砂 丘 砲 裂 ,,J 

第 2 岡 正｛銅すの砂丘の魏裂

(J,) の西側の部は数段になっ て 中央が陥没 L, 一段の落差

は大な るも のは 9 0 糎位あ り た り ．陥没地の幅は こ の逸に

て lO 数米 あ り ．之 と 直交ナる部分 と延長の部分 ((l.) よ り

北へ向ふも のと東へ向ふ もの ） は大勝·l 條乃至敷條の醜裂

又は陥落に して北に向ふ ものは略々砂丘の脊に沿ひ ，東に

向ふ も のは之 よ り 大き く 地形に無胎係に直線的に畑中を走れる ものな り ．

沼村附近

ろ家多き も道路方面に傾ける家少 し ．

鳥ケ 島

賀蕗村

る為か ？

勝見にては道路に面 L た方東西に傾きた る家ある も濱村は道路束西に走 り ，大破せ

上昇沈下の跡な L. 

海岸たけ被害少 く一 寸内に入る と傾斜家屋多L. 之は海岸は岩石にて 内部は砂丘性 な

以上を要ナ ろに鹿野断暦に直交す る断居あ り と して も之は濱村の方にのびた る も のに非ざ る な り ．

又海岸の上昇沈下及び津浪ら し き も の認め られた る ものなL. 

,＇’
ー
‘ーピ一
ヽ
‘"
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昭和 l 8 年 9 月 1 0 日の強袋被害調査概報

岡 山 測 餃 所

に近来稀な る叩 瞑 現せ り． 「 ド ド ド l と

昭和 l 8 年 9 月l 0 日1 
消3 7 分 0 8 秒 5 岡山旭方

云且 障 な る地嗚の直後急激な水平 ．
上下の御動 を感 じ家即 紐 して安 足の悪 き 棚上 の物体は蒋落

し家屋の丘 役り壁に颯裂を生 じ
．又は剥落 し人々戸外に飛び出せ り． 酋市 内に於 ては被害 と 認む る

もの殆ど無 く唯縣下北東部の鳥取縣啜 暉 に於
因て規邸 l ヽな る山崩 ．崖崩 ・ 地魏 函石 の愛位 又は

頴倒 ．岩石の輯落等の現象あ り しのみ
にて人畜塚屋等の損害は皆 無な り き．

依命 l l 日よ り被害の官地踏査に出張調査を行へ り．
次に其の状況 を記すれば下記 の通 りである．

l 山 崩

苫叫 訟 田村大字久田下原字市場

縣逍北僻斜面＠碑 面上 4 米 7 0 桓の所よ り S 3 
．ヽ E の方向べ幅2 米長 さ 4 米 2 0 涵 ．深 さ 7 0 

糎の土砂崩没 区係道上に浴下堆積す．
崩没部上の松樹 （直 痙2 4 糎 l l 本倒伏せ り．

2 崖 崩

津山市山下

韻山城址の北東湖栗積櫓跡石垣の南側 3 米平方s ( l 8 0 度 ） の方向に崩潰石垣の基部に岩石 ．

土砂堆積 し固崩潰部の上に樹立せ し電柱 l 本を倒伏せ り．

苫田郡上瑯原村大字遠藤字一本杉

日本焚送電平作原発糀所遠藤水路第 3 琥水道 （ 暗渠 ） の N 2 O O W よ り S 2 o• E に連な る土止

疇 石垣 （花醗 l 崩没せ り． 全長 6 0 米 ，涵さで 米 8 0 糎 に及ぶ石垣の北端 よ り 1-~· 米 6 0 糎 を

碑 と しS へ幅平均 4 4 桓 ．長さ 3 4 米崩祖せ り． 最 も崩潰著 しき箇 所は崩漬部 北端 よ り l 昧60 

糎の所にあ りて石垣南よ り 東側へ 6 l 糎の幅を以て崩潰せ IJ. 尚崩潰石垣 と並行に・東側へ 3 米 6 0 

糎の箇所螂 暗渠水道園心直上に N 2 0• W よ り S 2 o• E の方向に走る． 長 さ 3·g 米 7.0 糎 ．幅

項 乃至 l l 粗 ．深さ 6 0 糎 （ 郎ち暗渠水道のコ ンク リ ー トの外面 ） に逹す る追裂あ り． 此の俎裂

の西側は4 糎乃至 9 • 2 桓の沈 下を示 し ．最大沈下9• 2 極 を示せ る箇所は磁裂 の北端 よ り 2 1 米

6 0 糎の箇所に して前記崩漬著 しき箇所 と一致せ り．

勝田郡翌湿沖欣 字開本

部落中央部の人家に接 した る畑地南東側の土止め石垣 （全長 l 0 米 3 0 糎 ．高さ 2 米 8 0 桓 ） の

中央部を長さ 8 米 6 0 糎幅 l 米 5 5 糎乃至 ? 0 糎 に亘 り E 3 8• S に向ひ崩沿 し ．崩漬土砂 は殆 ど
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人家 の基石附近 に迄逹せ り．

勝田郡豊並付大字脳本

部落南西部の豊並國民學校校舎裏手の畑地東側にある高さ 2 米 8 5 糎 の土止め石垣 を長 さ 6 米 ．

幅 1 米 3 5 糎 ．高さ 1 米 5 0 視に亘 り E 6 ・s に向ひ崩潰 し ．崩没土6 少は校庭に堆積せ り． 尚崩潰

部にあ り し桐一本倒伏せ り．

苫田郡芳野村 大字吉原

部落中央 を南北に通ず る縣道東側にあ る土薮の甚盤 をなす高さ 2 米 5 O 視の石垣 （裸築に して 方

位 はNl0°E-S10• V/J の東面を長 さ 4 米 o 8 極 ．嵩さ 1 米 5 0 桓 ．幅約 1 米 9 0 桓 に亘 り

E 1 o O s に向 ひ崩没 頃 の為石垣に平行に建てあ る土薮 ［ 間口4 米 2 6 桓 ．奥行 5 米 3~ 桓 ．棟

迄 の高さ 4 米 9 5 痘 : 東西雨11111 紆 ―r 迄(/) 品さ 3 米 7 5 極 ） を直fB 迄の高さ に於い てH10°Er ヽ12 

糎 日1 0°S へ2 • 5 糎傾斜せ しめ尚上塗 り壁 を小部分剥落せ り．

3 地 割

苫出郡小田村大字小座 .';1~ 出村大字利出 ．槌津村大字奥津川西字小畑 ．上棗原村大字本村 ． 上鉗

原村大字石越 ．勝LB 郡翌並村大字脳本に長さ敬米よ り十敬米に及ぶ地苔I] あ り．

4 落 石

苫田郡奥津村大字大釣 ． 上砥原村大字平作原に蕗石あ り．

5 Jl 石 の 1 因 蒋 並 に 祇 側

苫 田郡上棗原村大字石越 ．大字遠函 ．勝田郡製並村大字脳本字高邸等にあ り．
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鳥 取 地 衷 踏 査 概 報 ．

技 手 坂 岸 昇 吉

緒 習

9 月10B 鳥取市を中心 と して約 2 0 粁の地域は烈委冗伝
り ）相酋の被害があっ た 節者等は此の地

震の百地踏査 和命ぜ られ ，同 l l 日か ら l 6 日にかけて ，主 と
して烏取市以衷の地匿の調査 ャ捲蓄

した． その 結果を而塑に報告すみ．

踏 査 地 域

l l 日因美線にて 釦取市夜向った が，鎧道不通箇所複面せざ這 ．烏取瑯か ら 遭 手前 の郡家認に

て下車 ，郡家 ， 津の井 ， ．紅取 ，小山の四認を歩 き l 2 日午後島取測侯所到音 ， l 3 日鳥取市内の調

査 をな し ， 14 日及 l 5 日の二 日間を1 いして ，山陰本線沿ひに鳥取か ら居紺郷迄約 2 6 粁の間 和拇

査 した

概 報

郡家 小山 間 郡家縣附近部落には倍l 招家屋は見なかつた． 簡易家 屋少 々頻 く程度． 小規模

の地割 ，道路上にあ り ，走行は道路と 平行． 道路上地割は ，道路雨側が低地で水田 と 定つて ゐん虔

、に多v>, @r. ち盛土 を して造つた所に地割生 じ ，その方向は盛土が く づれ る為道路 と 平行を走行ャ持

つ と 云ふ事にな る． 水田地幣内部（疋地割はない墓所あ り ，慕石倒啜状況を 見るに ，坐 り の悪い 自然

石に て造つた もの大半倒 み．，底 而四角形の ミ カ”キのかけた んものは不慨、 輔倒方向は一定 してゐな

いが ，＊体の傾向 と して道路方向郎ち高地よ り低地に向つて蒋保l して ゐゐ． 附圏番琥 1 参照

津の井附近 郎家 ，鳥取中間津の井縣 は．鳥取南々東約 4 粁の慮に有 り ， この附近の部 落に足を

入れんと ，初めて倒堕家屋あ り しか も軒並全坦半壊で 参朕は 目に余6. 不倒倉庫あ り南北両側の壁脱

落 してゐる． 叉半培家屋内陸子紙の裂けてゐるのが目を引〈．

正蓮寺 津の井 を抜け んと 道の雨側は叉水田地徘と なる 水田地帯かつき る と正蓮寺 と 云ふ部

落た 入る ． こ 、 は為取市南 々東約 2 粁の所 ，部落は右手に領 く 高台の左端に位 し地盤 は固v,. 山地

を切 り開り 這 った道 の叩 !l]VC 家が立並んでゐて ，左側屋並を超え る と一段落ちて水 田に報 ＜． 正

蓮寺部落には俄坦家屋 を見なぃ ． 棚の物か落ち ，せいぜぃ 木塀
か倒れん程度 津 の井 ャ 出て正蓮寺

に入る と 一見奇異の感に打 たれ な 津の井は固囮水田地帯で
あ り地盤軟弱であ る IJ) に酎 し正蓮寺は

高台地で地盤紐 であ る． 従来 も云(r;l: れて来た か ，確に地盤堅固の慮
に立つ家は地器に酎 して強い、

正蓮寺台地を下んと 又倒壊家屋縦出す6. 
烏取市南側 を東西た 流れる新袋 111 を渡 り ．屯取市に 入る、
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烏取市 第者等は 秘1 釦市の南東部 ヤ見て廻った
． 概 して家屋密集 して道路か非常にせまい・・地

箆に際 し表へ飛出 した 虹 逍せま
． ＜瞑壊 家屋が道路を招ひた ん諏あた ら 人命を損 じた と云ふ導 這

耳々 匠 した 家屋個瑕状況を見
年 ，木造 も土造 も同 じ く被損 してゐる様に 見受けた 一般に家屋

古ぃ ，新 しい も のは簡易な もの多い． 従つて新 し
いの も古い家 も共に損害を受けて居る． 倒壊 方向

は一 定 してゐないが ，南北に通 じてゐゐ逍に沿 うた家は
• 東西の ものに比 して倒壊少い様に思っ た

屈上カ・ら一紫た押 し伏せられた如く つぷれた家 ，同縛を交へて一方に倒れた家 ，一 方向のみに迎

位 した ，例へば左右雨側屋並方向へは嬰位せず道路面上へ劉れた家等俄唆の仕 方は種 で々 あっ た ．

華 は 殆 ど疇 してゐ知 ． 叉駆校 濃環 とか云ふ比較的大型の木造建築物の被害 も余 り大 き く な

ぃ ． 七蔵は相＇岱斜壌 して ゐた コ ンク リ ート建のビルは勿論倒痘 して ゐないが ，敷は少It>. 島取市

内の家屋は大部分千代 /!I 々 i 砂 東11!1! 低地にあ り1 地盤は軟弱てあ る． 市東部は山地と なっ てゐゐが ，

こ の山端にある家は大半都市刷脹に依 り生 じた貧弱な建物であ I.;._ 軟弱な地盤 と 強固な地盤の境界

地 匡は普通平野 と 山地の境であ り，従っ て傾斜地帯 をなす． と の境界地湿に於いては建物等の楼 災大

であ ん、と云口れてゐ .6. 此度の場合 ，その様な事 も隙係 してゐらに違ひないか ，それよ り も最近新

築 さ れた簡 易な建物が多い と云ふ事が ，地盤の強固な山端地世に倒坦家屋の多い原因と考へ られる

建物の比較的強固な地帯は地盤の軟弱な為冗 ，地器の固い地逼は建物の貧弱な為ltt: 』 が取市全体 が

遷 に相営の窟災を受けti ・もの と考へる， 時間か夕食の 5 時 3 6 分と 云ふに拘 らず ．火災少 く して

ナんだ と 云ふ事は不幸中の幸と 云ヘ ・ 災6. ,J く・ 少かった事は地諮直後猛烈な雷雨性降雨が有つた事た

＊四 環 係 してゐる ． こ の降雨が雷を伴つてゐた平(,:;t' 本地腰た際 して光物の調査 を殆 ど不可能な

な しめた

次に鳥取 ，湖山雨駆 問の鐵道線路の異常現i 象に就いて一言す る． 先づ鳥取邸樅内に於し～て線路S 

字型に曲つ てゐる のが 目につ く、 線路は枕木と一体 をな して居るので ，枕木 も共 ltt: 嬰位 してゐる ．

．併 し地面はその様なすれを してゐな四 か 、 る水平嬰位は烏lf 又，湖山間では他に著 しい例はだ・^ ．

著 しいのは線路が上下に波を打 つてゐが事であ ん 追 II ち この附近一帯は水田地徘で ，所 線々 路の下

を湘漑用,1~111 が流れてゐる． この小川の雨岸は ，コ ンク リ ー ト プロ ッ クて築いた士．台をな して居 り，

この上に鐵 路か架設されて ゐる． これは普通何虞で も見られる ものである 地窟前は こ の架揺部分

と 地上に附設さ れた部分とは 同一平面上た有 り凸凹はない． 所が地展後 ，策者等の 見た所 ，架橋部

分は地 上面に至几 て帝 しく 凸起 してゐた と の垂直坦位邑は場所代依 り 速ふが 1 0-3 0 糎程度で

あ る． 今の所 と の架揺部分が地面か ら上昇せら ものか ，地面が一般に沈下 して架椋部分が取残 され

た為凸出 して 見え る ものか ，何 と も決定出吃ない． と にか く 土台がコ ンク リ ー トである部分はすべ て

て地面よ り隆起 してゐる ので ，ある粘か ら線路を 見渡す と ，所 上々下に波を打つて ゐん様か奇奨の

感 を起さ しめる． 揺に も 同 じ様な現1 象があ .6. 郎ち橘の コ ンク リ ー 1 、通路面 と それに接 した 地面 と

.,
1
t
、
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ー
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饂墾芦空＝竺

遺 の通路曲が甜起 してゐる
輝r 入） 「蒻 り 」 び招起 も之 と

吟 池いを生 じて居 り ，地面に酎 し

同断 と考へる．
と券 固 暉 は激減ナ る． 勿諭 人家密災の無い為 で

息取 居組 雨邸閻
烏取市街地坪離れる

もあ るが ，それを考慮に入れ孔 ，割合か ら云
つて倒岐家屋は少v,, ヵ ャ プキ腟根 を持つた 家が多

碍 た ども原因 して居 I., と思ふが
• 第一には餌央か ら遠 く な る

明 第二VC. 為取市一件r の沖耕脊地術

か ら山地郎ち岩盤地榮に入ろ為 と思ふ
この匿間所々紀Il! 崩れあ b ｀ ，崖崩れ ぁ I,' 或はそれ等に依

り HI ヵ遥 止められて池を生 じた箇所 もあ る、
勿諭道路 .I:: には巾

1offi( 内外 ，全長 2 0 ー3 0 米に及

ぷ地割 も有つた ． 併 し此等が直接地震に依つ
てのみ惹起 された もの と考へ る のは早計 で あ な 地裳

直後及び以降敦日に渡 り殆 一
噂8 嘱 に午後猛烈な降雨の―

有っ た事 を考慮せねばな る まvs. 地矮に

、 依1.,1l: 、地割及び地盤のゆ るんで ゐる 所に多餃の雨か降れ ば
，山崩れ ，崖 崩れは惧然橡期さ れる 慮で

あ る． ．

這 噸 麟 く を通る様な場所に於いては ，津浪の有無
成 は海岸線の異状郎ち降星酋没等の有-, 

無 を調査 したが ，その様な楚動形跡は見聞 レ なかっ た ．

家屋人畜の被害等は鳥取を離れるに従 ひ激被すムが ，f c ゞ 一箇所鳥取 を 去I., 1 2 粁 （ 直 線距離に

て ） ，日繹 疇 した一漁村大谷村字大谷部落の災害は周困村落 と 飛び離れて大き い・ 全壊 5 割半

駿 2 醐 鰈 ，割合か ら云つて鳥取市に劣らぬ と思ふ． 津浪の昭祢は皆無． 道路は 東西に通 じ北は海，

南は 水町 家屋は道路沿ひに軒~;)t_ ぺて居 り細長い部落で あ る． 鳥取市近傍 と この附近 と が ，吾 々

の踏査匿間に於け が 中稽層地帯であ廷 とか らみて原因は地盤の軟弱以外に考ヘノられたい ． こ の醗

落 を過ぎて" 'を一つ超え る と網代村に入る こ ヽは被害殆 どなV,' 地盤は海に突 出 した 岩舘地僻で

知 ． 涎石倒坦 も ，極坐 t の悪い自然石のみであ る． こ ヽ よ り南 方約 1 2 粁の II 」中 ，石 見銅 il 虹 於

い てはクシムの決潰あ りた凶由 ，地荏 と雨と 相互の影悸の直つた為 と 思ふ 網代村以 東は、家 屋損宴は

殆 どない． 石 見 ，居絹雨郷 阻東鐵 道線路の崩壊か有う たが ，即 甜埠 地礫 で通常 も汽車柑徐行す る

場所 と の串であ る ．

結 語

以上甚だ筒躁な報告であるか ，更に要約する と

1 今同の地稲に於ける吾 々の調査範園では ，窟源或は窟央は鳥取市以西で あ ら う．

2 津浪 ，海岸線の異状等の詔 亦な が事か ら 度 央は陸地であ ら う．

3 鳥取市及＊谷部落等の家屋但咳 の多かつたのは ，地盤沖楼層で あ り極 度に軟弱 た り し事に依

ら う．

4 ,\?. !\It i11.J:J 東に て ， !It 託 ，崖 崩れ 徽 道線路損笛 幻比較的 大含かっ た のは ，震 後に括烈な降

雨の有つた事が考慮されねばな らぬであ ら う．
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以上の如 き ものであ ら う か． 尚吾 の々踏査範困では土砂 ，池下水等の咽出は 見なかった 光物は

見た と云ふ人は幾人かあった が ，電光 と の匿別不明瞭の為課査 を断念 した． 浦富村配給主任三浦氏

寧 依れは・，西方島取市方面侭て地荏寸前 大砲の如き音 を聞いた との こ と． 温泉湧出最に愛化あ り

し事時折耳 に した． 豊岡測候所長山崎技師の調査た依つて も ，．！糾取 ，兵空縣培滲村温泉に於いーは

地窟直後湧出屈激減祗次祖に復 L つ ヽ有 り と の単であ r.,, その後判明せる慮に依れば島取南々西15 

粁鹿野町山中に大体 東西 5 粁に 及ぷ断居発 見さ れた ろ由附記す る． 今同の調在に営 り公私各方面か

ら多大の御厚情 を賜つた． 特に鳥取禎l 喉 所 長々泉技師 ，盟岡測候所々長Iii 崎技師鏡山監 怪局技師大

熊太郎氏等には ，或は隣査の便宜に輿．り ，咬は質重な る邸洞．資料の恵租を受け る等盆十る 所甚 大で

あっ た． 以上の 万 に々限 （ 御禍申上げる次第であ る．
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昭和 18 年 9 月 10 日 烏取
地喪被害潤査

技 師 鷺 坂 滑 信

1 人 及 び 家 屋 の 被 害 、
疇 繹 頭 虚 虹 よ る該地箆 嘩 害朕況を知 表示す る ．

，，

2 道 路 ， 稿 梁 の

• 被 害

道路損壊 5 5 個所

修理我見稽 ].5000 諷

麟 損壊 l. 9 個

修理牧見稽 J.28575 回，

河川損壊 4 2 個所

修理哉暉 5112i· 闘．

尚此の外被害大なる

小規模工場 20 あ り ，

全壊 7 0 棟に逹ナ 。

3 尚隣接縣た る兵庫

縣の北西部濱坂附近に

家屋哨 貸程度の被害あ

る も倣少な り ．

4 9 月 10 日l. 7 時

市 都 別 人 的 被 害 - 家 屋 被· 害

死 者 重潟者 軽侶者 全 洪 半 洪 全：燒 牛 焼

男 28? 229 1009 

鳥取市 女 561 ぅ17 979 
ヽ

計
1988 5~90 2919 247 16 

邸7 秀

182 
．

男 40 37 ＇
氣 郡 女 48 祁 22 う

計 、 88 85 405 1137 1901 7 

男 う

゜東伯郡 女 l 2 

計 4- 2 20 ぅ29 

男 ll. 10 7 

岩美郡 女 26 ぅ 18 

計 37 15 - 25 658 10,3Cl 

男 13 6 6 
八頭郡 ・ 女 15 4- 2 

計 28 
I 

10 8 22 ぅ2 

男 ぅ哭 282 1204 ' 
計 女 651 う76 1222 

計 l ⑮ 658 2426 ~527 6211- 2 兌 '16 

(9 月 1 4 日12 時現在 ）

3'I 分頃地展勃登ナ る

や前表の如 き大被害を
'' 

生する程な如 鳥取市 椅此の外図民學校全m 5 , 半演2' 中等隼校歪潰 1' 半潰 4 を生せ り ．．

を 中心 とする鳥取揺東半部の人心拘々た る混餌欣態は想像以上で あっ た と 思ふ ．此鹿 に其の概要 を

記ナ ．

＇は釦 訪 通 と なる ．恥 山臨 血 液坂以西赤坂ま で不通 と た り 因疇 は智頭ま で

不通 と なっ た ．又刃 泉の倉吉線 も上井 噸 金間如 這 と な った ．邁信電信電話 も 市内の一部を 除き

市外は全部 嘩 と な り 直 かに鐵道電話の米子直通のもののみが外部 と の唯一 の連絡 と注 つft. . 無
線のア ンテナも切断さ れ ．警察電話等も容易に復酋出来ぬ程度に破損 し た ．
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叡 その如 く死者 1005 名 ，叩 紐 者 3084 名 ，全没家屋 7527 戸 ，全燒 2 5 4 戸を生 じ ，鳥取市内

だけで も全潰 5t590 戸あ り ， 1·2 箇所よ り 出火L, 軍隊 ，消防除並に巻防困が出勁 L 鎖火に勉めた

顔 讚 家屋のため道路を閉塞 U たは水道管破裂等のた め消火意の如 く な らず ，一時は大火 と なる事

が大内に憂慮されたが 11 時 45 分 頃浙 ＜領火の兆 を見 ，11 日午前 3 時 3 0 分には完全(1: 鎖火せ

しむる事を禍た ．

麟 に服 L ては陸軍の中饂 瞬 ，海軍の佃 鎖守府 ，諏 噂 渠 縣よ り の派逍員等の活動によ り ，

或 は火災の延燒を防ぎ或は修者その他の惟災者の救護に大いに勉めたが街救護の孤善は期 L 維かつ

た 最 后に復 菩状況につき一言すろに ， 1 1 日夕刻に至 り岡山市 と 鳥取市 と の間の選信電信電話復

菊L た ．故に岡山縣臨に於いて鳥取市附近の被密 の全貌を知る こ と を得たのは要後一笠夜 の後の こ

と である ．水道は各所で封浮管が破裂せる のみならず水i 願地の鐵 翻 晦 L 完全復部 註 暉 で あるが

低地域に限 り 11 日夕刻よ り 炊事用水を得 るに至った ．爾燈の一部 もその頃よ り 復蓉 しだ ．因美線

は 12 日午後 6 時 よ り 開通 したが山陰線は復営に 1 週間 も要 した ．

, . 

_•―-
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鳥 取 地 渓 踏 査 報 告 、

技 師 高 木 窮

昭和 18 年 3 月 4 日ー5 日の地矮に於いては小官たま たま宿直にて地箆の急報に接 した ろ も地委

と し ては然程大規模の も の と も思はれず 中には倒れた る家 も ある・か と思考致 L たる次第度 り ． しか

れ ども発光現象が あ り た ろや う報告あ り たれば今度 こ そ何物な ら んか決定すぺ く島取地方へ乗込み

た る も のに して主 と して発光現象及 び昔智現象を調査 した り 。

鳥取市よ り 放射状に出でた る四街道 （ 雨湖街逍 ，若櫻街道 ，智頭街道 、施野街逍 ） 及び閥道に沿

ひて訊ね歩き た ろに ，光に於い て はいづれ も、烏取市方向に L てその色や形に到つては稲々ま ちま ち

な り き ． しかれ ども賀露 ，湖山附近は少 し く その方向は翁由、海岸方向に多 く見たる様子な り 。その

時間胴係に到つては地鹿前 と曾ふあ り ，地震中と 言ふあ りま ちま ちな り （ 詳 L くは瞼箆時報を見 ら

れたL). これ らは如何 な る光な らんか と考ふ るに 世に流布 して研腿線のスパ ーク と 言ふ 。果 L て

L か る か ど う か島取軍燈含祀を訪ねてそのスパ ークせ る箇所を詳 し く網査せる に鳥取市附近にはス

パ ーク せる所多 く はつき り と 絨別すろは困難な り き . .

香 に至つては葵央に封 ·L 何等統計的現象 認め られず ，やはり 地表面の影智多きか と思はろ （ 詳

L く は瞼衷時報参照 ） ．

地展被害に就いて は他 に詳 しき調査が あるか と思はれろ故 ，小生の特に主張 したき こ と は ，千代

川の祖流路上に建ち た る家が廃密特に甚 L か り し こ と な り ．．これは今後建築物を廼てろ際に非常に

注意せざ るぺか ら ざ ろ事か と考へ ら る ．

9 月10 日の地庭に於いては小官の家瑯 も齊 L< 委害を蒙 り あま り の こ とになナペ きすぺ もなけ

れ ど ，強ひて氣を強 う 致 L 出来るだけの詢査 は致 L た り ．

今度の歴害は 目も あて られ ない大惨事にて こ ヽに喋々ナペ く も ないが ，家屋は全て街路上に折 り

璽砂 て蜘 居砂 ．その倒れ方が非常にひ ど く殆 ど最初の裳動にて倒れた ろ もの ヽ如L. 元来市

街は非常に綺 麗に して立派な家のみ多か り L こ と を考ふればかな り 強 く ゆナ り た るな らん と思は ろ．

L かれ ど も中に二 ，三残 り た る家あ り たればそれ等の家梢を調べみるにいづれ も巖丈に作 り た る家

な り き 直 ち材木 の太 き もの多 L. 又家屋 の倒れざる家の者は皆無事な り し こ と を考へ合はすれば

家は丈夫に作 るぺ き も のなる事を つ く づ く敢へ られた り ．

這 叩 粒各上 を急ぎ疇 せる兄に赦へ ら れ路線蛇曲現場にかけつけたるに鳥取蒻柚郎 て て山陰線

と 因美線の分鼓する あた り に蓮組 2,3 個所珍 ら し く も この現象あ らは荘居だ り . C: れは昭和 ユ 0 

年蛋渡一嘉義 の地震に於い て那考に現はれた現象 な り ．詳 し く汲察 せるに一往復
に て完成せ ろ もの
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の如 し （ 詳 L く は脆鹿時報参照 ） と の現象 を知 肘 迄 心 り 地鹿勅は明らかIP.: た ろ ものと思ぶ

瞑 臨 については詳 LO 眩 する暇を得ざ り L な り ．その後家瑯よ り 申L 越 LL 所に よれば前

晩 ピカ ピカ と 光る も のを見た る様な り ．

その後父の 申L 越LL に市中の久松山は従来市中よ り 見たる時は西側が急傾斜にて東側は と れに

比L 少 し く緩やかな り L が ，地要後どち ら も同 じ傾斜度に笑っ たや う に思はれ る由 地形嬰動 もか

な り あ るや う な り ．

►
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昭和18 年 3 月 4' 5 日鳥取市附近の地廃の餘頒

ヽ
技 師 鷺 坂 浙 信

昭和 1 8 年 9 月 1 0 日の鳥取地鹿の前委と見倣すべき もの ヽ有無を知る為に本年 1 月以来の該地

域の地痣を談査 した . 3 月 4 日及び 5 日に 鳥取市附近に僅少の被害を生 じた地要が勃登 した ．此 の

雨日に引楼いて起つた 2 つの強宦は其の誤度及び規模に於いて殆 ど同程腹 のも ので全部で約 2 0 戸

程 の倒没家屋を生 じた ．之が前族 と 見るべき ものは全 く なかつた 。之等は湖山池附近に葵央を有す

る ものであつて今同の大災害を生 じた 房取地骰の霰源域 と 同 じ湯所 と見傲 され る 。此の地廃を今 同

吠 〉 の ヽ前展 と 見ろぺ きか ど うかは前要の定義によ ろ もので各自の判斯に委す こ と ヽ し ，此艇には

該地要の活1/J の消長を今同の地展に至る までの期間につき次に記す こ と ヽする ．

鳥取市附近に起つた有感地湊抑ち湖山池を中心と L て約半経 1 0 粁以内に起つた と見倣 さ るぺき．
地器 ，換言すれ ば 3 月 4 日 ， 5 日の地矮の餘展を 1 0 日毎に匿分 じ て表示ナれば第 1 表の如 く な る

(4 日と 5 日の地委の何れを本要 と 見るぺきかは不明で次表には其の二つ も数に入れた ．又 島取市

附近に地展計が ないた め無感地楳は考へ られない ） ．

此の表か ら見るに餘要は順飼に減衰 第 1 表 旬次別餘渓同敬 （ 本箆 も含 めて あ る ）

L6 月下旬か ら 9 月 1 0 日の鳥取地襄

ま での期間は 10 日に 1 同位の割合に

L か起つてゐない . @iJ ち 3 月 4 日 ， 5 

日の地涅は順調VC--;- 群の餘震を完了L 

た邸で ．此の餘矮群の中に今同の地裔

の繍震 と 直接に見倣 さ るぺ き ものを含

ま ない ．尤 も この地嚢群全怜を前援と

見る か否かは別問題である ．

次に之等の地霞が如何 なる地域に起

っ たかを見ろために此の地域を取 り巻

＜酸 測所の初期微動時問を第 2 表に記

ナ ．此の表心 L て営然漁期さ れる こ と は廃源の西方にある米子と 東方 の豊岡 と に就いて P-S が

反翌如 珀減さ るぺ きであ るが明確にそれを認める と と は出来ない
．翌岡 と碑戸 と は共に痴 原の東側

に あ り大骰並行的に p - s が垢 成してゐる
．京都は瓢 lj 値の敬が少ないが其の増減 の傾向は紳戸に

類似が昭められろ ．岡山の P- S は寧 l 咆 程であ り
之を信ずれば南方の方向には震源は移動 L ない

旬? 、 墨 ミ I n m IV V 計

う月 4 日ー13 日 284 4 ぅ 19 2 う 351 
14 -2 ぅ 70 16 7 93 
24 - 2 21 1 22 

4 月 う -12 15 1 16 
l う ー22 8 1 ，
2 う ー2 2 1 う

5 月 う ー12 7 5 6 18 
13 -22 う う
23 - 1 1 l う 5 

6 月 2 -11 4 
一 4 

12 -21 6 
｀｀`

6 
6 月23 日-8 月31 日 5 ‘ 7 1 

計 426 69 う7 2 う 5 う7 

/ - 
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こ と になる ．之には地展計の籾

度 の問題 も あろか ら踏．に一箇所

の観測では確習出来ないが兎 も

角 も南北の方向には餘震源の移

動は少をい と 推iUIJ さ れろ ．米子

盟岡 ，稗戸等の p - s の ブレは

何れ も約 1 秒である こ とが同表．
か ら見られる ．之か ら考察する

に此の地震群の要源は湖山池あ

た り を中心に L て半経約 5 粁内

外の範園に起つた ．而 して東西

に長 く南 北に短か く又深さ •も 2. 

3 0 粁を越えなお と推定さ れる．

次に初酋）J 方向の瞼測値の相‘菌

ある地震は極めて;J 徴 であつて

第 ·3 表 初動方向

第 2 表 初期微勅時問

月 9 日 時 分 米子 翌岡 岡山 紳戸 京都 濱田

1 う 4 19 14 9.5 7.0 12.0 1.4.6 17.8 26.6 
2 19 うう 9. ぅ 6.9 12.0 14.6 18.2 
う 19 35 9. ぅ 6.6 12.0 14.9 18 ふ
'4 : 5 4 50 8.4 6.7 12.0 15. ぅ 20.5 26.7 

5 5 う8 9.2 6.8 12.0 15.0 
6 5 55 9.2 7.1 12.0 14.7 

7 5 59 9.4 6.5 12.0 1,-.4 22.4 

8 7 うう 9. ぅ 6.5 12.0 14.4 ， 22 26 6.8 15.1 
10 6 ぅ 03 12.0 15.3 
11 8 1116 7.0 12.0 15,4- ．

12 11 12 う6 6.9 12.0 l う .0 17.2 

1 う 12 2 14- 9. ぅ 6.7 14.4 15.9 
14 ヽ 9 05 6.0 12.0 14.8 

15 l う 0 24- 9.0 7.0 12.0 15 .4- 17.+ 23.8 

16 4 2 12 56 9.4- 6.8 15-'l: 
ヽ

17 5 4 11 5 う 8.8 6.9 11.0 14.8 
18 11 4 31 7.1 10.8 16.2 

19 7 10 14 21 7.1 12.0 15.1 

' 
月 日 時 分 米 子 豊 岡 禍I 戸 京 都 濱 田

う 4 19 14- N -70,0 -10 、.6 <·101.0 ＋う0.0 +2.9 
E+195.o -ll0.7 -75.0 -11 ぅ.0 +6.6 

z - -126.4- -120.0 -74-.0 -4.4 

19 35 N -30 +72 +33 
E+l20 -50.0 -95 

z - -85.0 -56 

5 4- 50 N·-:,5 +31.0 -205 +122 +1.4 

E+l う〇 +6.6 -153 一戸 +2.7 

z - +67.9 -243 -221 -4.0 

13 0 24 N --75 -2.0 +70 +6 +3.6 

E - ー11.2 -54 -14- う +8. ぅ

z - ー11.2 -92 ーう .9 

第 3 表に掲げた位のもの

であ ろ ．第 3 表に褐げた

ものは衷央に近い観測所

のみのである が ，之によ

り各椴測地の初動のフ レ

を見るに地展別に殷央位

個を決定する こ とは困雄

であ るがそれ等のフ レが

小さ い と とか ら窟源城の

範国が小さ い事だけは推

定さ れ ろ ．尚稗戸では第 2 表に揺げた l 9 同の地震に開 L て殆 ど全部に加 がて初動が蛾測さ れたが，

それ等の方向は皆一 定 してゐる
．之か ら見るに地廃の登震機術は主毎餘痰共 に殆ど全部が同ーで あ

る事が言へろ ．

｀結 語

3 月 4 日に勃発 L た鳥取甜附近の地策は益々前店を伴はな力．、っ た ．而 してその翌 日同程度の地委

が起つた ．此の餘虔は絶．敦 5 3 
環 で限調疇 衰L5 月下旬には殆 ど終穏 しその後は極めて稀に起
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45 昭和 18 年 3 月 4 , 5 日烏取市附近の地震(/)餘裾 一一鴬坂

り ，今 同の鳥取地程の前は l 0 日に 1 度位の割合にま で減 じた ．之等雌襄は湖山池を中心 とす る 半

瑳 5 粁楳度の範園内に起 り 深さ も 2 , 3 0 粁を越えない もの と推測さ る . 1!11 ち今 底の烈捉地祓 と全

く一致ナ る ．之等地衷 の一群を今同の鳥取地要の前渡 と 見倣ナペ きやの問題は前製の定義に よ る も

ので・各自の意見に従ふ外はたい ．又此の l 群の地衷の登憐懐樅は同ーな り と推測さ れ る 。

．
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鳥取地方地裾に伴ふ断屑の磁氣的調査

技 師 湯 村 哲 男

緒 言

昭和 J..8 年 9 月 l 0 日鳥取市を中心と して突如起つた地楼に際 し • 地表而に現はれた吉岡町南方

約 3 0 0 米及び鹿野町南方約 1 粁を何れも略々東西に通る 2 本の断居 （ 前者を吉岡断歴 ．後者を鹿

野晰暦 と命名す ） に就き 等． 者 は中央氣象登地狸課の委託により 磁氣的潤査を試みた ・是等断庖に

懺する肉眼的競察は他に談る と して釜者は此虐に磁気的調在の結果のみを報告する華とする ・

調査万法 と しては Adolf Schmidt の鉛直分力用磁氣偏差計を用凶断暦に交る数本の路線及び

盛居(/)現はれてゐない路線上に約 1 粁：K 紅 i 陶り黙を演び鉗直分カのみを測定 した . @砂 断暦を横切る

も (J) と しては • 吉岡 直 野雨断居を横切る吉岡一矢矯I 笥 ．鹿野新肝のみを横切る鹿野ーニッ 郷1 を

祠 疇 を横切る野坂辛 上間を横~ )らない路線 と しては古海→ 5 路問(/)道路上を1tll. 測 した ・

卿舒を栢切る路線上に於いては上記 l 粁釦 ）柑IJ 曲(/)他に ．地表而に現れた晰陪線の雨1Hll 2°":so 

米附近の2/l!li を とつて親測 した ・

競 測 結 果

叡IJ 結果を綜合的に同に示すには未だ禎I) 黙か不足 してゐるから ．此屯には路線別にiillJ 黙(1) 値を表

ヽ

示 し • 且つ各路線上の測黙は略 直々線上に配列 してゐる と見倣 し得 るからその線上の断而~ (/)みを

ホす ・

結 果 に 射 す る 考 察

(I) 先づ吉岡 ．鹿野

雨晰屑を横晰せる吉J//tj 

一 而に就いて考

.昭て見よ う ・此(/)晰面

圏を概競するに ・全体

と しては岩盤(I,;; 紗唇に

第 - 2 個

I• ニ
ニコ ニニ

第 1 岡

~DO 

切

?oo 
100 

0

0T

tO..J 
←_I 1L 

•1: ゚ 上
—'""三 —

尽h

）

社

c

↑
野鹿

(
J
↑

l

1



竺
鳥取 地 方に伴 ふ断府 の磁 氣的 調査 一ー湯村

吉 岡 一 矢 嬌 線

霜 毀 測 値 備 考

l 36330T 

2 100 

う ·OP 

4 042 断 暦 よ り
吉

5 116 断北暦約上20 米
旦

6. 570 断 暦 よ り 暦
南 約 30 米

7 006 

8 35864 
， 953 

10 36152 
＇11 119 

12 074 噺 屑 よ0 り米 鹿

l ぅ 009 翡1 昌
14- 019 南断約暦 よ り 暦

15 う5990 
40 米

鹿 野 一 ニ ツ 家 線

測黙
番琥 峨 測 値 備 考

うう 361011 

う4 ⑳6 

う5 び9 断 僭 よ り

う6 001 
北断約暦 30 米 鹿

う7 174 断南約暦 上よ り 野晰
20 米 府

う8 048 

野 坂 一 松 上 線

霜 観 測 値 備 考 ．
s 36010 ,. 

16 032 

17 152 

18 6 う5 吉岡 断 暦

19 207 

20 497 
如21 37 坪7 鹿野 断暦 延 長線

＇22 ぅ6581 

2 ぅ 翠

24- 024 

ヽ

古 海 ー 開 路 線
視腺心

観測 値 備 考番琥

25 う6114'T 

26 224 

27 叩

28 l 呼

29 l 印

30 696 

う1 714 黄の 鐵露鍬頚， 黄 銅 鏑

う2 167 あ り
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49 鳥取地方に伴ふ晰暦の磁氣的調査— — 湯村

依る異常の起伏を示 し ・断溶附近に於いてのみ断陪による異常を呈 してゐるの力滉見られる ・

今岩盤のみに依な異常は第3 囲に於ける邸線にて表される ものと して · 晰圏のみに依る異常を岡

厨 れば ・吉岡晰府は第l 臨al に示L た様にな り ．鹿野断麿は同臨(b) に示 した様な巽常断面とな る

第2 曲に依つて吉岡 ー矢矮路線上に現はれた雨断暦の性骰を推定 して見やう ・

(i) 吉岡晰暦 本晰朋の北灼 2 0 米に於いて競測 した 4 番測謁 ・晰陪上にて談測 した 5 番

砥陪よ り畔 3 0 米で測定 した 6 番 (/J 測定値を見る と北ょ n 南に行 くに従つて次第に異常値は増加

し ・晰陪よ り 1 粁距れば平常値 とな る • これよ I') 推定すれば本晰府のこの部分に於いては断陪面の

北側が低 く南側が高 く なつた様な断居で•あ ら う ．而 して若 ば祈層の雨1Jjq が無限に水平ならば第 2 圏

k 示す様な異常晰面を呈する(/) である ・然るに晰居南側の異常値が急激に減少 してゐる所よ り 見れ

ば ・南森は水平 と或 る角度を保つて下方にI 頃斜 してゐる様に思はれる • それと同呼に既暦面も水平

と或る鋭角をなす様に思はれるか ．これ等の数値 芍け直分力のみの測定では理論的に森 く事は出来

ない ．然 し今下万無限に伸びる磁深的物質の晰庖を考へれば第1 回町の如き異帯を生ぜ しむ可 き盛

歴而か;J( 平北と なす角は g 0 度よ り小さ く . 4 5 度よ り大 き くなけれはならない事が理論上推臨 さ

れ 序る ・

<.ii) 鹿野晰阻 此の盛暦に於いて も前述の吉岡噺陪に於ける場合と同様に して晰暦の北 ．

上 ・ 南にて測定 した結果 ．異常他は吉岡晰層の場合 と異 I') 第 1 臨b) に示 した如 く • 北ょ n 南の方が

小さ く なつて居る ．此の異常断面よ り推定すれば ・此(/)部分に於いては北よ り南(/)万が低 く なつて

ゐる様に思はれる ・然 し晰歴の喰溢ひの程度は吉野晰府(/)場合に比 して逝かに小さ い様である ・

(II) 次に鹿野晰唐のみを描斯する鹿野―ニ ッ家抵面を見るに ．第3 岡bW, 黙線ズ示 した ものは

岩盤(/) 起伏に依 る異常と推定 されるから ・断門(/)みに .t る異常は第1 函(e) に示 した様になる ．同岡

よ り斯/{f(IJ 状態を推察すれば ．北下 り の既層v こ して ．且つ前述 (iii) に於ける部分に比較すれば ・

上下の喰違ひは大 き い様に思はれる ．

(III) 晰店が地表而に現れてゐない路線 と して ．先づ野坂—屯、上間の断面を見る に測黙が少い為

判然たる事は云ひ得ないが • 第 3 躙(C) の測貼 1 8 附近は著 しく異常値が大き く 出てを I). 且つ此の

測鮎が吉岡断府の延長線よ り梢々南に位 してゐる事よ り考へれば • 吉悩）断暦が此の附近まで延び且

っ (i) の場合 と 同様に北下 り(/) 晰陪である と想像せられる ・

叫 姑20.21.22 附近に も相営大なる異常域が見られる • これは鹿野器歴の延長線上に相営

してはゐるので • 地下に伏在-j'- る断暦によ る影等でにないか と考へられるが ．或は後述の如 く黄鐵

錢v こ隔闊 して ゐる磁性母岩に依る異常であるか も知れぬ ．

、.LV) 古混一怠路線 此の線には吉岡断居(/)延長方向に営る i 扉[o 2 ti に於て1 堕に異常ら しき も

(l) が 見l,-:, れる ．叩商路附麟 J 粘 3 0 , 3 1 に於て相嘗廣範困の異常域が 見られる • これは測黙 3 1 
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の少 し南に黄鐵鍬 ．紺銅錯の霧頭が 見られるが其の母岩が磁性を有 し且つ商版留四賦存 してゐる も

のならは此の為に前述(lli)(l) 2 0 • 2 l , 2 2 と共に • 此の附近に中心を有する異常域を形成 して

ゐる と も考へられる ．或は此の附近が需源と推定されるが ．其れに戟聯 した地質栴造の異常か地下

深所に潜在する為か も知れぬ ．

結 言

以上述ぺ来つた如 く ．吉岡晰暦の東方限界は測勁l 8 附近か或は多少東方へ延畏 してゐる ものて

あつてJlt の晰居は全線に亘 り北落ちの既府と推定せられる ・

鹿野断暦の東西の範固は決定する市が出来なかつたが ・此IT) 斯暦は鹿野附近では北落ち • これよ

I) 東方に行 くに従つて次第に晰府雨孤の喰違いが小 と な り ・矢矯附近に於いては遂に南落ちの晰暦

となる様に推定される ＊

これ等断層の抵的考察は三成分の測定に侯たねばならない ・三成分のiff!J 聡は後日機含ある時宵施

．する計登である ．

固 ．今同競測された異常値全体が今I 司(/)地箆に伴つて生じた晰用によ る影響ではな く ．地苺に伴

ふ晰府によ る異常は此の観測された異常値(/) 中の一小部分に過ぎず大部分は以前存在 した肱香によ

る ものと考へられる • 吉岡一矢矯問の測線に於て吉岡晰屠の北側に玲岩賢登性岩が存在する事な注

意す可き皐である ・地渥前後に於ける晰府のft~ 氣的な女果を知るには発渡fii! (/)罷測値を必要 とする も

(/)である ．筆者は斯かる目的にも@.il 應する為 ．檄年に亘 I) 東北地万(/)詔力微細測壁を施行 して来た

が ．最近は時代の推移 と共に自動車の使用困難とな·lJ たる為 ．一時斯念するのやむなきに到つた ·

然し何れは日本全國(/)磁氣微細測飛をな し ・今同の如き不測の自然現象に翫 して準備する稜り であ

る ・然 し乍ら斯かる大規模な測歴は現在望めないまでも ．可能な万法によ り必要と思ばれる地方 ・

少 く と も地泥頻発域に於ける微細視lj 屈を貨施してお く こ と も3 甜ら無駄ではないと思ふ ・

｛ 於柿岡地磁氣覗測所 ）
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